
護
持
山
朝
光
院
天
性
寺
所
蔵
『
天
性
寺
聖
地
蔵
尊
縁
起
』
お
よ
び

「
天
性
寺
地
蔵
菩
薩
縁
起
」
五
種
紹
介

は
じ
め
に

田
城
ｌ
石
山
合
戦
か
ら
大
坂
の
陣
ま
で
ｌ
」
（
岸
和
田
市
立
郷
土
資
料

館
、
平
成
十
六
年
）

。
「
岸
和
田
城
常
設
展
示
図
録
岸
和
田
城
と
岡
部
家
」
（
岸
和
田
市
教
育

委
員
会
、
平
成
二
十
三
年
）

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
本
稿
に
挙
げ
た
【
絵
④
１
１
】
【
絵
④
１
２
】
の

紹
介
に
と
ど
ま
り
、
絵
巻
の
書
誌
情
報
な
ど
も
褐
戦
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
度
、
天
性
寺
住
職
・
土
井
信
演
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
本
縁
起
絵

巻
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
。
本
稿
は
、
「
天
性
寺
聖
地
蔵
尊
縁
起
」
の
全

文
翻
刻
お
よ
び
天
性
寺
の
縁
起
を
伝
え
る
資
料
五
種
を
紹
介
す
る
も
の
で

あ
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
資
料
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
「
天
性
寺
聖
地
蔵
尊
縁
起
」

②
「
地
蔵
菩
薩
利
益
集
」
所
収
「
岸
の
和
田
天
性
寺
地
蔵
尊
霊
験
の
事
」

③
「
泉
州
志
」
所
収
「
天
性
寺
地
蔵
在
岸
和
田
」

辻
陽
史

6７

岸
和
田
市
南
町
に
あ
る
天
性
寺
に
は
、
「
天
性
寺
聖
地
蔵
尊
縁
起
」
と
称

さ
れ
る
縁
起
絵
巻
一
巻
が
伝
存
し
て
い
る
。
こ
の
縁
起
絵
巻
は
四
回
に
わ

た
っ
て
特
別
展
に
そ
の
写
真
が
出
品
展
示
さ
れ
、
簡
単
な
紹
介
が
以
下
の

図
録
な
ら
び
に
「
岸
和
田
市
史
」
に
な
さ
れ
て
い
る
。

．
「
春
季
特
別
展
岸
和
田
の
文
化
財
」
（
岸
和
田
市
立
郷
土
資
料
館
、
平

成
五
年
）

．
『
春
季
特
別
展
泉
州
の
寺
社
縁
起
」
（
岸
和
田
市
立
郷
土
資
料
館
、
平

成
八
年
）

．
「
岸
和
田
市
史
」
第
三
巻
近
世
編
（
岸
和
田
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
平
成

十
二
年
）

．
「
岸
和
田
城
天
守
閣
再
建
五
十
周
年
記
念
特
別
展
戦
乱
の
中
の
岸
和



④
「
和
泉
名
所
図
会
」
所
収
「
蛸
地
蔵
」

⑤
『
泉
州
史
料
」
所
収
「
縁
起
」

⑥
「
蛸
地
蔵
尊
略
縁
起
』
（
岸
和
田
市
立
図
書
館
所
蔵
）

⑤
お
よ
び
⑥
は
、
す
で
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
入
手
が
困
難

な
資
料
で
あ
る
た
め
、
⑤
に
つ
い
て
は
該
当
箇
所
の
引
用
、
⑥
に
つ
い
て

は
岸
和
田
市
立
図
番
館
及
び
天
性
寺
に
許
可
を
得
、
全
文
掲
載
を
し
た
。

瞳
持
山
朝
光
院
天
性
寺
に
つ
い
て

之
、

一
、
開
山
得
審
因
名
護
白
、
生
園
和
州
小
寺
村
也
、
姓
氏
難
知
、

（
性
）

一
、
剃
髪
所
京
都
三
像
天
正
寺
也
、
師
範
不
知
、
檀
林
附
法
師
亦
不

分
明
、
天
性
寺
在
住
五
拾
年
、

一
、
得
響
遷
化
寛
文
拾
三
年
美
丑
九
月
八
日
、
行
年
八
拾
四
、

元
禄
九
年
丙
子
六
月
十
一
日
泉
州
南
郡
岸
和
田
天
性
寺

常
住
単
響
印

と
あ
り
、
寛
永
二
（
一
六
二
五
）
年
に
現
在
の
地
に
、
得
響
上
人
が
天
性

寺
を
建
立
し
た
と
伝
え
て
い
る
。

【
凡
例
】

・
漢
字
は
、
新
字
を
使
用
し
、
略
字
な
ど
は
通
用
の
字
体
に
改
め
た
。
仮

名
遣
い
に
つ
い
て
は
、
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
な
お
、
①
「
天
性
寺
聖

地
蔵
尊
縁
起
」
の
文
に
は
適
宜
読
点
を
施
し
た
。

・
虫
食
い
等
に
よ
り
判
読
で
き
な
い
場
合
、
そ
の
字
数
が
わ
か
る
も
の
は
、

字
数
に
相
当
す
る
□
で
あ
ら
わ
し
、
字
数
が
不
明
の
場
合
は
、
ｎ
Ⅱ
Ｕ

で
あ
ら
わ
し
た
。
改
行
は
／
で
示
し
た
。
文
字
が
推
定
で
き
る
も
の
は

（
力
）
と
注
記
し
た
。

二
「
天
性
寺
聖
地
蔵
尊
縁
起
」
と
「
天
性
寺
地
蔵
菩
薩
縁
起
」
五
種

6８

護
持
山
朝
光
院
天
性
寺
は
、
浄
土
宗
・
知
恩
院
の
末
寺
で
あ
る
。
本
尊

は
、
阿
弥
陀
如
来
と
「
蛸
地
蔵
」
と
通
称
さ
れ
る
秘
仏
の
地
蔵
菩
薩
で
あ

る
。
「
蛸
地
蔵
」
の
名
称
は
、
海
中
よ
り
蛸
に
乗
っ
た
地
蔵
菩
薩
が
出
現

し
、
岸
和
田
の
町
を
守
っ
た
と
す
る
縁
起
に
由
来
す
る
。
な
お
、
土
井
住

職
に
よ
れ
ば
、
天
保
年
間
の
火
災
に
よ
り
記
録
を
失
い
、
天
性
寺
史
の
詳

細
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
増
上
寺
史
料
集
」
第
五
巻
所
収
「
浄
土
宗
寺
院
史

料
由
緒
書
」
「
泉
州
寺
院
開
山
帳
岸
和
田
組
」
に
は

一
、
泉
州
南
郡
岸
和
田
城
下
天
性
寺

知
恩
院
末
寺
也
、
此
寺
元
有
俗
家
裏
、
開
山
誰
人
不
知
、
然
得

（
阿
部
寅
陽
）

響
寛
永
誠
年
乙
丑
従
大
守
東
西
一
二
拾
間
南
北
十
六
間
除
乞
請

寺
地
、
天
性
寺
建
立
之
、
依
之
以
得
春
篤
開
山
、
除
地
黒
印
有



6９

・
絵
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
は
【
絵
①
】
の
よ
う
に
示
し
、
別
途
、

絵
を
掲
載
し
た
。

推
量
で
き
る
。

【
本
文
】

諒
に
夫
当
山
に
安
置
し
奉
る
地
蔵
菩
薩
は
、
誰
人
の
作
／
と
い
ふ
事
を
し

ら
す
、
其
由
来
を
尋
奉
る
に
、
往
古
よ
り
／
此
郷
に
久
し
く
あ
ら
せ
ら
る
、

（
云
力
）

尊
像
な
る
を
以
て
、
人
伝
へ
て
／
岸
和
田
の
地
主
神
な
り
と
□
な
ら
は
せ

（
風
力
）

り
、
抑
其
始
を
尋
る
に
／
垂
臼
こ
、
に
地
蔵
菩
薩
口
座
の
霊
場
あ
り
て
宝
塔

仏
閣
襖
／
乎
壮
麗
美
工
を
尽
ｎ
Ｕ
に
当
時
な
ら
ふ
る
寺
院
な
し
／
と
今
の

御
城
内
即
ち
其
遺
跡
な
り
、
／

【
絵
①
】

或
時
、
朝
敵
此
伽
藍
に
乱
入
し
て
陣
屋
を
櫛
へ
、
恋
に
／
僧
徒
を
捕
て
軍

事
に
使
役
し
、
金
銅
の
仏
具
等
を
推
き
／
兵
器
と
な
し
、
剰
へ
地
蔵
尊
を

壊
ん
と
斧
を
操
て
打
侵
／
せ
し
か
、
尊
像
は
本
木
鉢
な
か
ら
金
剛
牢
固
銭

石
の
如
く
／
に
し
て
、
少
も
損
し
玉
は
す
、
於
是
軍
賊
怪
み
怖
れ
、
尊
像

【
絵
②
】

①
「
天
性
寺
聖
地
蔵
尊
縁
起
」

【
書
誌
事
項
】

天
性
寺
蔵
。
巻
子
本
、
一
巻
。
後
補
表
紙
、
錦
龍
紋
（
金
、
茶
、
緑
）
。
題

菱
「
（
題
名
な
し
）
」
。
料
紙
・
間
合
紙
。
縦
三
四
・
八
セ
ン
チ
、
横
一
○
七

九
・
二
セ
ン
チ
。
全
十
三
紙
（
一
○
四
四
・
七
セ
ン
チ
）
。

絵
（
彩
色
）
十
四
図
。
第
十
二
紙
に
本
文
同
筆
に
て
「
天
性
寺
聖
地
蔵
尊

縁
起
浄
書
了
／
弘
慶
里
同
国
」
と
あ
る
。
第
十
三
紙
継
書
に
「
地
蔵
尊
縁

起
今
姦
因
装
潰
修
飾
記
蓋
為
開
扉
也
護
持
山
十
八
世
安
政
四
年
三
月
上

涜
慈
誉
仁
達
」
と
あ
る
。
絵
の
画
風
か
ら
は
江
戸
時
代
後
期
の
作
成
と

料紙 値（センチ）

表紙裏 34.5

１ 92.8

２ 95.3

３ 68.3

４ 95.1

５ 75.8

６ 95.6

７ 95.4

８ 9５．４

９ 94.6

１０ 78.3

1１ 72.7

１２ 58.6

1３ 26.8

全長 1079.2
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波
に
浮
ひ
城
の
際
に
入
来
れ
は
風
波
忽
ち
に
し
つ
／
ま
り
て
民
家
少
も
障

り
な
し
人
々
こ
れ
を
怪
み
／

〔
絵
③
〕

競
ひ
走
り
立
よ
り
て
か
の
法
師
の
形
を
み
れ
は
、
是
鋭
々
／
た
る
相
好
円

満
の
地
蔵
菩
薩
の
将
に
、
大
な
る
蛸
に
鮒
し
／
て
ま
し
ま
す
な
り
、
見
る

人
奇
災
の
お
も
ひ
を
な
し
、
合
／
蛾
を
さ
、
け
て
至
心
に
敬
礼
し
奉
り
、

立
地
に
奇
瑞
を
／
蒙
る
も
の
多
か
り
き
、
時
の
人
言
伝
へ
に
昔
此
御
城
の

処
に
／
大
伽
藍
あ
り
し
時
、
霊
験
殊
勝
の
地
蔵
尊
ま
し
ま
せ
し
か
／
と
も
、

乱
世
不
平
の
逆
卒
侵
れ
、
つ
ひ
に
其
勝
跡
を
失
と
い
へ
り
、
／
況
や
久
し

く
海
底
に
沈
在
し
給
ふ
、
誰
か
こ
れ
を
知
る
も
の
あ
ら
む
、
／
然
る
に
今

此
郷
に
城
郭
を
築
き
、
繁
栄
の
地
と
な
れ
る
嘉
／
連
に
応
し
て
、
尊
像
の

出
現
し
玉
ふ
こ
と
悦
ひ
、
猶
余
り
あ
り
／
と
て
諸
人
歩
を
運
ひ
市
を
な
せ

り
、
具
に
城
主
そ
の
奇
／
異
を
感
し
給
ひ
、
深
く
信
仰
を
発
し
、
諸
士
に

命
し
て
御
城
／
内
清
潔
の
地
を
撰
み
、
新
に
一
宇
を
建
立
し
て
地
蔵
尊
を

安
／
世
せ
ら
る
、
然
り
と
い
へ
と
も
、
世
上
い
ま
た
静
な
ら
さ
れ
は
、
城

の
／
要
害
軍
議
の
謀
に
、
心
を
推
き
給
ふ
こ
と
旦
夕
な
り
、
其
比
遮
に
／

一
戦
峰
起
す
る
の
日
、
城
主
思
へ
ら
く
、
若
此
戦
中
に
於
て
逆
砿
／
不
意

に
あ
た
ら
ん
時
、
霊
像
恐
ら
く
は
兵
火
の
為
に
危
ふ
／
か
ら
ん
、
卿
く
騨

像
を
鎮
護
せ
ん
為
に
、
堀
の
水
底
に
沈
め
／
兵
火
を
遁
る
へ
し
、
と
遂
に

尊
像
を
城
堀
の
中
へ
埋
隠
せ
／
り
、
爾
し
よ
り
、
世
い
ま
た
静
な
ら
す
、

7１

日
コヨ
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ふ
た
た
ひ
尊
像
を
あ
／
け
て
、
本
所
へ
移
し
ま
ゐ
ら
す
者
も
な
く
、
世
う

つ
り
人
か
は
／
り
て
、
む
な
し
く
洲
泥
の
底
に
埋
れ
給
ふ
こ
と
、
亦
星
縮

久
し
、
／
其
後
天
正
年
中
に
、
松
浦
肥
前
守
殿
此
城
主
た
る
／
時
、
紀
州

根
来
雑
賀
の
逆
党
に
は
か
に
軍
を
起
し
て
、
当
／
国
に
馳
入
城
に
押
寄
た

り
、
城
主
元
来
軍
謀
を
究
め
、
／
要
害
た
た
な
ら
す
四
囲
を
禁
固
し
敵
軍

襲
逼
り
て
、
／
た
か
ひ
に
矢
音
叫
ひ
、
相
闘
ふ
の
あ
い
た
、
城
の
内
外
／

す
て
に
あ
や
う
く
見
へ
し
時
、
い
つ
く
と
も
な
く
、
／

ひ
と
り
の
法
師
忽
然
と
顕
れ
、
出
数
万
の
敵
の
真
先
へ
／
飛
か
、
り
、
一

錫
に
数
拾
の
敵
徒
を
防
き
、
神
変
威
力
の
／
猛
き
勢
ひ
、
天
電
肌
し
地
震

動
せ
り
、
敵
軍
こ
れ
に
／
お
と
る
き
、
鋒
を
挫
き
力
を
失
ふ
色
み
へ
し
か

と
も
、
お
の
か
／
多
勢
に
誇
り
、
恋
に
悪
言
し
、
か
の
一
頭
の
た
こ
法
師

を
／
責
取
れ
よ
、
遁
す
な
ノ
、
と
旬
り
つ
ｓ
、
逆
党
み
な
火
は
な
／
を
ち

ら
し
、
法
師
を
討
取
ん
と
す
る
時
に
、
こ
、
に
海
辺
俄
に
／
鳴
動
し
、
数

千
の
蛸
集
り
会
て
、
口
よ
り
黒
き
物
の
毒
気
を
／
吹
か
け
し
か
、
軍
中
忽

闇
夜
の
如
く
、
敵
の
軍
卒
は
毒
気
／
に
む
せ
ひ
て
や
、
或
は
落
馬
し
、
或

は
倒
る
、
者
、
術
に
盈
ち
／
た
り
、
敵
軍
遂
に
敗
北
し
、
一
戦
了
り
て
全

城
差
な
く
治
／
り
ぬ
、
こ
れ
に
よ
て
城
主
諸
士
を
鳩
め
戦
功
を
録
せ
ん
／

と
、
且
か
の
た
こ
法
師
を
し
も
尋
ね
ら
る
、
に
、
其
行
衛
知
る
／
も
の
な

し
、
城
主
怪
み
て
Ｈ
く
、
凡
今
度
の
軍
申
に
功
を
／
得
る
は
、
偏
に
か
の

一
絵
④
一

法
師
の
威
霊
神
力
な
り
、
宣
く
厚
く
／
其
恩
を
謝
す
べ
し
、
と
、
さ
て
至

誠
の
感
ず
る
所
空
し
か
ら
す
、
／
遂
に
其
の
夜
の
夢
に
、
／

〔
絵
⑤
］

法
師
来
り
告
て
の
た
ま
は
く
、
君
不
知
や
、
我
は
是
む
か
し
、
／
海
中
よ

り
出
現
せ
し
も
の
な
り
、
故
に
此
所
を
守
護
す
る
事
、
／
未
だ
嘗
て
や
ま

す
は
、
又
城
主
の
危
き
を
救
ひ
大
敵
を
防
ぐ
、
然
る
／
に
、
殺
害
を
厭
ふ

か
ゆ
ゑ
に
、
わ
か
春
属
の
大
鬼
王
を
使
し
、
只
君
に
／
戦
功
を
取
ら
し
む

■

7３
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Ｉ

錘E恢

ユ

イ

岸
二

１

り
且

る
の
み
、
と
、
／
城
主
夢
覚
て
、
未
明
に
諸
士
を
招
集
／
め
、
夢
の
曲
を

語
ら
れ
け
る
に
、
聞
者
未
曾
有
の
恩
ひ
を
な
し
、
深
く
／
信
敬
し
奉
る
、

災
後
夜
な
／
、
／

〔
絵
⑥
｝

堀
の
中
よ
り
光
を
放
つ
事
、
し
き
り
也
、
み
る
人
奇
想
を
／
な
す
、
其
風

聞
、
終
に
城
主
の
聴
に
達
し
け
れ
は
、
則
命
し
て
、
／
人
夫
を
集
堀
の
内

を
さ
ら
へ
し
む
る
に
、
／

〔
絵
⑦
］

泥
中
に
怪
き
物
見
当
り
け
る
、
各
力
を
尽
し
取
あ
け
み
け
／
れ
は
、
洲
泥

に
ま
み
れ
て
其
琳
を
認
め
か
た
し
、
よ
て
水
を
沃
／
き
、
さ
、
ら
を
も
て

洗
ぬ
れ
は
、
円
頂
僻
形
の
長
三
尺
は
か
り
／
の
偏
膝
を
ま
け
、
一
脚
を
の

へ
下
し
、
左
手
に
宝
珠
を
雛
け
、
右
手
／
に
六
環
の
錫
杖
執
給
ふ
こ
の
地

蔵
菩
砿
な
り
し
、
城
主
歓
喜
／
の
涙
を
流
し
、
渇
仰
鵬
礼
し
給
ひ
、
猶
諸

土
と
相
談
し
て
、
錐
に
是
／
嘉
運
瑞
祥
を
独
た
り
、
万
民
こ
れ
よ
り
泰
平

の
仁
洋
を
う
け
ん
／
と
、
則
城
中
に
別
殿
を
造
り
霊
像
を
安
世
し
、
一
七

Ⅱ
の
間
／
城
門
の
往
来
を
ゆ
る
う
し
、
諦
人
を
し
て
参
詣
せ
し
め
ら
る
、

／〔
絵
⑧
〕

一
た
び
拝
す
る
誰
は
、
ま
た
自
ら
喜
の
眉
を
開
き
、
或
は
願
有
／
者
は
、

在
地
に
利
生
を
被
る
こ
と
其
数
を
知
ら
す
と
な
む
、
／
文
禄
年
中
に
、
城

絵⑥
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主
国
替
の
時
、
此
地
蔵
尊
を
其
国
／
へ
移
さ
ん
と
の
催
し
あ
り
け
る
が
、

或
夜
枕
辺
に
来
／
現
し
給
ひ
て
／

〔
絵
⑨
｝

告
て
日
く
、
我
を
国
許
へ
移
ん
す
る
志
な
れ
と
も
、
我
は
此
／
地
に
因
縁

あ
れ
は
、
当
所
を
離
れ
行
こ
、
ろ
な
し
、
若
猶
／
強
て
伴
ん
と
せ
は
、
此

錫
杖
を
与
ふ
る
あ
い
た
、
こ
れ
を
／
我
と
お
も
ひ
て
誰
持
す
へ
し
、
と
城

主
夢
覚
て
後
、
見
／
ま
は
さ
る
、
枕
辺
に
、
六
環
の
錫
杖
あ
り
し
、
こ
は

辱
し
、
／
と
感
涙
肝
に
銘
し
、
か
の
錫
杖
を
と
り
て
珍
護
し
、
其
家
／
代
々

の
宝
物
と
し
て
今
に
参
府
の
往
来
と
も
に
持
せ
ら
る
／
と
の
事
な
り
、
典

後
、
小
出
播
磨
守
殿
城
主
た
り
し
時
、
／
白
法
師
と
変
現
し
て
い
て
、
往

来
の
男
女
頻
り
に
恐
れ
／
を
作
す
の
風
説
あ
り
、
／
其
事
城
主
の
聴
に
達

し
、
諸
士
を
／
集
て
左
右
評
議
に
及
へ
と
も
、
誰
有
て
か
菩
薩
の
幻
化
／

を
判
断
せ
る
も
の
な
し
、
時
に
城
主
こ
と
さ
ら
に
日
く
、
蓋
／
宿
生
の
機

感
時
応
し
、
諸
人
往
来
に
拝
謄
し
、
や
す
か
／
ら
し
め
ん
為
の
大
悲
の
方

7５
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便
な
ら
む
も
の
欺
、
し
か
し
此
／
尊
像
を
城
外
に
移
し
奉
ら
ん
に
は
、
と

其
時
当
寺
の
往
持
、
／
得
誉
と
い
ふ
者
、
元
来
此
尊
像
を
信
仰
の
余
り
、

其
風
説
／
を
聞
ま
秘
速
に
城
主
へ
願
出
、
此
寺
へ
迎
へ
奉
り
け
る
、
／

〔
絵
⑩
］

但
尊
体
、
千
古
の
星
蛎
を
経
て
朽
損
し
給
へ
は
、
再
興
せ
は
や
、
／
と
弦

に
上
京
せ
ん
と
人
夫
の
用
意
な
と
し
け
る
か
、
ま
た
其
／
夜

鵬

'句～
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／
る
上
は
将
ふ
へ
き
に
あ
ら
し
、
と
て
未
明
を
侍
か
ね
、
急
き
／
天
性
寺

へ
参
詣
し
、
事
の
体
を
み
る
に
、
下
部
な
と
多
く
／
入
来
り
、
物
体
あ
や

し
か
り
け
れ
は
、
さ
れ
は
こ
そ
と
て
／
直
に
和
尚
に
面
談
し
、
霊
夢
の
趣

を
具
さ
に
語
り
／
け
れ
は
、
和
尚
も
こ
、
に
驚
歎
し
、
即
ち
御
告
に
任
せ

／［
絵
⑫
〕

7７

坊

［
絵
⑪
］

長
谷
川
勘
左
衛
門
と
い
ふ
士
の
夢
に
、
菩
薩
来
ら
せ
／
給
ひ
告
て
日
く
、

天
性
寺
の
住
持
、
我
像
を
再
興
せ
ん
と
／
て
将
ひ
て
、
京
へ
上
ら
ん
と
せ

り
、
然
れ
と
も
、
我
み
や
こ
へ
／
の
ほ
る
こ
と
を
欲
せ
す
、
此
地
へ
仏
師

を
呼
下
せ
よ
と
い
ひ
／
伝
へ
よ
、
と
の
た
ま
ふ
と
お
も
へ
は
、
夢
覚
た
り
、

長
谷
川
氏
、
／
元
よ
り
少
も
此
事
を
し
ら
す
、
か
く
ま
さ
し
き
示
現
を
蒙

皇

一
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蝋

一－－

い
そ
き
仏
師
を
呼
下
し
や
り
て
、
修
飾
を
加
へ
ん
と
先
／
尊
体
を
開
き
み

る
に
、
／

〔
絵
⑬
］

銚
勉
の
玉
、
い
く
つ
と
も
な
く
ま
ろ
ひ
出
て
、
さ
て
こ
そ
性
昔
／
の
軍
場

に
変
現
し
給
ふ
こ
と
、
更
に
妄
伝
に
は
あ
ら
さ
り
／
し
、
と
て
お
の
ノ
、

舌
を
ふ
る
ひ
、
至
誠
に
敬
礼
し
／
あ
へ
り
け
る
、
遠
近
の
諸
人
、
こ
の
事

を
聞
伝
へ
、
誰
す
ぅ
／
む
る
と
も
な
く
し
て
、
結
縁
雲
集
し
ぬ
、
さ
て
仏

工
功
／
終
り
て
、
後
々
の
諸
人
の
疑
闇
を
決
明
せ
ん
為
に
、
と
て
／
鉄
砲

【絵⑭】

〔③

鵬



②
「
地
蔵
菩
薩
利
益
集
」
所
収
、
巻
三
の
十
「
岸
の
和
田
天
性
寺
地
蔵
菩

薩
尊
霊
験
の
事
」

大
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
。
元
禄
四
（
一
六
九
二
年
刊
。
浄
慧
編
。
冊

子
本
。
全
五
巻
。
渡
浩
一
氏
は
。
地
蔵
菩
薩
利
益
集
」
の
世
界
ｌ
貞
享
・

元
禄
時
代
の
民
間
地
蔵
信
仰
ｌ
」
（
「
仏
教
民
俗
研
究
」
第
六
号
、
平
成
元

年
九
月
）
に
お
い
て
、

「
利
益
集
」
は
、
編
者
浄
慧
の
見
聞
録
は
当
時
の
巷
間
説
話
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
、
数
話
の
例
外
を
除
い
て
先
行
典
籍
か
ら
の
書
承
説
話
を

含
ま
な
い
こ
と
で
注
目
さ
れ
る
。
巷
間
説
話
は
貞
享
五
年
刊
「
地
蔵

菩
薩
利
生
記
」
（
浄
慧
編
、
六
巻
）
、
元
禄
五
年
刊
「
砿
石
集
」
（
蓮
体

編
、
四
巻
）
、
元
禄
十
年
刊
「
延
命
地
蔵
菩
薩
経
直
談
紗
」
（
必
夢
著
、

十
二
巻
）
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
が
、
全
体
を
ほ
ぼ
そ
れ
の
み
で
構
成

す
る
の
は
「
利
益
集
」
の
み
で
あ
る

と
報
告
し
て
い
る
と
お
り
、
「
地
蔵
菩
薩
利
益
集
」
は
、
経
典
を
典
拠
と
す

る
霊
験
認
を
採
録
せ
ず
、
さ
ら
に
は
、
他
の
文
献
に
収
集
さ
れ
て
い
な
い
、

新
た
な
利
益
讃
を
収
集
し
、
採
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
本
文
】

せ
ん
し
う
き
し
の
わ
た
て
ん
し
や
う
じ

き
ぐ

泉
州
岸
和
田
天
性
寺
の
地
蔵
菩
薩
は
、
い
か
な
る
人
の
作
と
い
ふ
事
／
を

わ
う

ご
だ
ひ
こ
の
ざ
よ
う
け
ん
む

し
ら
ず
、
人
皇
九
十
五
代
後
醍
醐
天
皇
の
御
宇
建
武
年
中
に
、
／
（
一
一
十

二
オ
）

く
す
の
き
か
わ
ち
の
は
ん
ぐ
わ
ん
主
さ
し
げ
れ
う
し
や
て
い
わ
廼
い
づ
み
の
か
み
主
さ
う
ぢ

楠
河
内
判
官
正
成
、
此
国
を
領
ず
、
時
に
舎
弟
和
田
和
泉
守
正
氏
／
此

き
よ
ぢ
う

か
い
た
こ

城
に
居
住
せ
り
、
そ
の
こ
ろ
こ
の
尊
像
海
上
よ
り
蛸
に
の
り
／
て
あ
が
ら

せ
給
ふ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
此
里
人
蛸
の
地
蔵
と
名
付
奉
る
、
／
そ
の
後
う

ひ
や
う
ら
ん
は
う
３
み
ん

ち
つ
ず
き
、
国
Ｉ
、
兵
乱
蜂
起
し
て
、
万
民
手
足
／
を
お
く
に
と
こ
ろ
な

そ
ん
そ
う

だ
、
う

け
れ
ば
、
一
二
宝
と
尊
崇
す
る
人
ま
れ
に
し
て
／
不
道
の
や
か
ら
お
ほ
か
り

そ
う
ぽ
り

け
る
に
や
、
此
尊
像
を
城
の
惣
堀
の
／
中
へ
し
づ
め
奉
り
い
、
此
事
し
ら

7９

の
痕
一
と
こ
ろ
修
補
に
及
は
す
し
て
残
さ
れ
た
り
、
／
か
く
て
道
俗
の
信

敬
ま
す
／
、
さ
か
ん
な
れ
は
、
感
応
／
日
々
顕
る
可
、
謂
片
雲
た
ち
ま
ち

舞
て
、
慧
日
の
光
／
ふ
た
、
ひ
輝
き
、
千
草
枯
な
ん
と
し
て
法
雨
の
潤
を

／
得
る
事
、
こ
れ
得
誉
泰
山
上
人
の
功
勲
な
り
、
爾
し
／
よ
り
、
以
降
化

縁
ま
す
／
～
昌
ん
也
、
蓋
い
れ
ば
こ
の
／
尊
像
貴
賎
と
も
に
歩
を
運
ひ
、

壮
老
均
く
贈
礼
し
、
／
普
く
利
益
を
施
し
給
ふ
の
聖
意
な
ら
む
、
知
る
所

／
以
て
日
々
歩
を
は
こ
ひ
、
夜
々
願
を
饗
て
利
益
を
蒙
／
る
こ
と
、
遇
迩

の
諸
人
ま
の
あ
た
り
知
る
所
な
り
、
仰
ぐ
／
へ
し
、
信
す
へ
し
、
鳴
呼
た

ふ
と
ひ
か
な
、
蛸
地
蔵
／
の
化
主
大
薩
唾
南
無
地
蔵
大
菩
薩
／

【
絵
⑭
】

天
性
寺
聖
地
蔵
尊
縁
起
浄
書
了
／
弘
慶
要
両
国
／

地
蔵
尊
縁
起
今
弦
因
装
演
修
飾
記
蓋
為
／
開
扉
也
護
持
山
十
八
世
／
安

政
四
年
三
月
上
院
慈
誉
仁
達



ら
さ
る
、
敵
又
は
せ
あ
つ
ま
り
て
う
ち
よ
す
れ
ば
、
又
こ
の
／
法
師
い
づ

せ
ん
べ
ん
２
人
く
わ
し
ん
り
き
じ
ざ
い

く
と
も
な
く
あ
ら
は
れ
出
て
、
千
変
万
化
、
神
力
自
／
在
に
見
え
け
れ
ば
、

よ
せ
て

お
も
ひ

せ
め

寄
手
も
ふ
し
ぎ
の
思
を
な
し
、
今
は
は
や
／
責
あ
ぐ
み
け
れ
ば
、
を
の
ノ

ひ
や
う
で
う

、
一
ま
づ
引
と
ら
ん
と
評
定
す
る
に
、
／
中
に
も
又
す
園
み
出
て
申
け
る

た
び
か
つ
せ
ん
ち
う

は
、
こ
の
ご
ろ
度
／
、
の
合
戦
、
／
白
昼
に
よ
す
れ
ば
こ
そ
、
か
、
る
法

あ
ん
や

ひ
と
よ
う
ち

師
に
ふ
せ
が
れ
ぬ
、
い
ざ
や
暗
夜
／
に
し
の
び
よ
り
て
、
一
夜
討
し
て
見

こ
の
ざ

ど
う
あ
る
よ

ん
と
い
ひ
け
れ
ば
、
此
議
も
つ
／
と
も
な
り
と
同
じ
て
、
或
夜
し
の
び
ノ

と
８

、
に
城
ち
か
く
お
し
よ
／
せ
て
、
鏡
を
ど
っ
と
つ
く
り
け
る
に
、
城
中

あ
わ
て
ざ
は
ぎ

う
へ
し
た

周
章
、
弓
よ
や
り
よ
と
／
ひ
し
め
き
て
上
を
下
へ
と
か
へ
し
け
る
う
ち

に
、
そ
れ
と
は
な
く
／
（
二
十
三
ウ
）

と
き

城
中
に
お
な
し
く
鯨
波
を
あ
は
す
る
こ
ゑ
、
い
か
づ
ち
な
ど
の
ご
と
／
く

や
ぐ
ら

て

た
い
ま
つ

に
し
て
、
又
櫓
／
、
よ
り
手
／
、
に
百
子
の
松
明
を
な
げ
出
／
し
、

き
う
せ
ん
ひ
や
う
ぢ
や
、
う
た
い
む
し
や
ゑ

た
ち

弓
箭
兵
杖
を
帯
せ
し
武
者
、
い
く
重
と
も
な
く
立
か
さ
な
／
り
て
、
雨
の

や

よ
せ
て
あ
ん
き
う
い

ふ
る
ご
と
く
に
矢
を
い
か
け
け
れ
ば
、
寄
手
案
に
相
／
違
し
て
か
、
る

ぜ
い

大
勢
の
こ
も
り
て
、
し
か
も
か
く
き
び
し
く
／
ふ
せ
が
ん
に
お
ゐ
て
は
、

み
か
た

せ
う
り

身
方
い
か
で
か
勝
利
を
う
べ
き
と
い
ふ
／
程
こ
そ
あ
り
け
れ
、
我
さ
き
に

ひ
き

せ
め
お
と
さ

と
引
し
り
ぞ
き
て
、
と
か
く
此
城
責
／
落
ん
事
は
か
な
ふ
ま
じ
と
て
、
を

ぽ
ん
じ
よ

い
く
き

の
／
、
本
所
へ
か
へ
り
け
る
、
か
く
て
／
城
内
に
は
お
も
ひ
も
よ
ら
ぬ
軍

に
う
ち
か
ち
ぬ
る
事
、
こ
れ
た
ず
／
事
に
あ
ら
ず
、
い
か
さ
ま
に
も
地
蔵

み
や
う
が

お
ほ

ぼ
さ
つ
の
冥
加
あ
ら
せ
給
ふ
／
に
こ
そ
と
い
ふ
や
か
ら
多
か
り
け
れ
ば
、

8０

ず
も
や
あ
り
け
ん
、
た
れ
と
り
／
あ
げ
奉
る
も
の
も
な
く
て
、
む
な
し
く

や
虫
と
の
か
み
ゐ
じ
や
う
せ
つ
似
り

月
日
を
を
く
り
け
る
に
、
／
そ
の
魁
ち
小
出
大
和
守
居
城
の
節
、
か
の
堀

の
中
よ
り
金
色
の
／
ひ
か
り
さ
し
て
、
城
中
を
て
ら
せ
り
、
諸
人
心
目
を

き
い

お
ど
ろ
か
し
て
／
い
か
さ
ま
こ
れ
は
ゆ
へ
あ
る
く
し
奇
異
の
事
か
な
と
い

の
心
し
り

た
い
し
ゆ

ひ
旬
け
る
／
程
に
大
守
も
今
は
も
だ
し
か
ね
て
、
さ
ら
ば
ほ
り
の
水
か
へ

て
／
（
二
十
二
ウ
）

か
へ

見
よ
と
て
、
人
夫
を
か
け
て
換
さ
せ
ら
れ
け
る
に
、
此
地
蔵
／
菩
薩
こ
そ

あ
ら
は
れ
出
さ
せ
給
ひ
け
り
、
さ
て
は
此
尊
の
は
な
ち
／
給
へ
る
ひ
か
り

く
ん
し
ん

に
て
あ
め
れ
と
て
、
君
臣
と
も
に
信
を
と
っ
て
、
／
す
な
は
ち
か
の
堀
の

路
う

あ
ん
ら

わ
た
り
に
、
小
堂
を
し
つ
ら
ひ
て
、
安
置
し
／
奉
ら
る
、
そ
れ
よ
り
し
て

く
わ
う
み
や
う

し
ん
ふ
く
か
つ
が
う

は
、
か
の
光
明
も
さ
、
ざ
り
け
れ
ば
、
／
諸
人
い
よ
／
、
信
服
し
て
、
渇
仰

の
ち
か
ん
お
う
な
か

の
心
を
か
た
ふ
け
て
げ
り
、
／
其
後
感
応
あ
ま
た
の
中
に
、
わ
き
て
あ
ら

ね
ど
ろ
ざ
い
か
も
の
た
う

は
に
ふ
し
ぎ
な
る
は
、
／
一
こ
ろ
根
来
雑
賀
の
者
ど
も
一
黛
し
て
、
こ
の

た
う
ま
ら
く
い

げ
い
は
の

城
を
せ
め
ん
と
て
／
お
し
よ
せ
、
稲
麻
竹
葦
の
ご
と
く
う
ち
か
こ
み
、
鯨
波

く
わ
せ
ん
の

て
８

咽
ね

や
ま
を
う
ご
か
し
、
父
挺
日
に
か
域
や
き
て
、
敵
み
か
た
た
が
ひ
に
骨
を

い
づ
く

こ
つ
ぜ
ん

く
だ
く
／
と
こ
ろ
に
何
と
も
な
く
大
の
法
師
一
人
、
忽
然
と
あ
ら
は
れ
い

て
つ
ぽ
う

よ
せ
て

で
、
識
／
棒
を
も
っ
て
さ
ん
人
～
に
た
、
か
へ
り
、
寄
手
こ
れ
を
お
っ
と

り
こ
／
（
二
十
三
オ
）

た
ち
な
ぎ
な
た

め
て
、
大
刀
長
刀
に
て
わ
た
り
あ
ひ
、
我
う
ち
と
ら
ん
と
ひ
し
め
／
け
ど

て
う
と
り

て

も
、
蝶
鳥
な
ど
の
ご
と
く
に
手
に
も
と
ま
ら
ず
、
さ
ん
人
、
に
／
お
い
ち



し
や
う

す
な
は
ち
寺
中
へ
請
じ
奉
り
、
心
を
つ
く
／
し
て
つ
か
へ
ら
れ
け
る
、
か

ぞ
う
き
い
か
う

く
て
尊
像
再
興
の
こ
、
ろ
ざ
し
ふ
か
く
／
お
は
－
）
け
る
が
、
事
や
う
や
く

あ
す

き
や
う
と
ぶ
つ
し

と
、
の
ほ
り
け
れ
ば
、
明
日
こ
そ
／
京
都
仏
師
の
か
た
へ
お
く
り
奉
ん
と

や
う
い

は
せ

て
、
人
夫
ま
で
用
意
せ
ら
／
れ
け
る
に
、
そ
の
夜
長
谷
川
勘
左
衛
門
と
い

へ
る
侍
の
ゆ
め
に
、
／
地
蔵
ぼ
さ
つ
の
き
た
ら
せ
給
ひ
て
、
天
性
寺
の

ぢ
う
じ

住
持
、
我
を
さ
い
／
（
一
一
十
五
オ
）

か
う
せ
ん
と
て
、
明
日
み
や
こ
へ
の
ぼ
さ
ん
と
す
、
然
れ
ど
も
我
は
京
／

へ
は
上
る
ま
じ
き
な
り
、
い
そ
ぎ
此
地
へ
仏
師
を
よ
び
く
だ
す
／
く
し
と

い
ひ
つ
た
へ
よ
‐
と
の
給
ふ
と
お
も
へ
ば
、
ゆ
め
さ
め
ぬ
、
も
と
／
よ
り
長

つ
ゆ

じ
げ
ん

谷
川
氏
此
事
を
露
し
ら
ざ
り
け
る
が
、
か
く
ま
さ
，
し
き
／
示
現
を
か
う
ふ

る
う
へ
は
、
う
た
が
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
と
て
、
い
ま
だ
／
あ
か
つ
き
な
り

け
る
に
、
い
そ
ぎ
天
性
寺
へ
行
む
か
ふ
、
す
で
に
寺
門
／
に
入
て
、
事
の

べ

や
う
を
見
る
に
、
下
部
な
ど
い
り
き
た
り
て
、
事
／
の
て
い
あ
や
し
か
り

た
い
が
ん

け
れ
ば
、
さ
れ
ば
こ
そ
と
お
も
ひ
て
、
や
が
て
／
上
人
に
対
顔
し
、
昨
夜

・
し
や
う
い

の
霊
夢
を
か
た
“
リ
け
れ
ば
、
上
人
お
ど
／
ろ
き
、
さ
ら
ば
聖
意
に
ま
か
せ

賞
『

た
て
ま
つ
ら
ん
と
て
、
す
な
は
ち
／
上
京
の
儀
を
お
も
ひ
と
ざ
ま
り
て
、

こ
せ
う

ｌ
）
ゆ
じ
Ｓ

い
そ
ぎ
仏
師
を
呼
招
せ
ら
れ
／
け
り
、
仏
師
や
が
て
は
せ
さ
ん
じ
て
、
修
飾

を
く
は
へ
ん
と
し
／
（
二
十
五
ウ
）

そ
ん
た
い

て
つ
ほ
う

て
、
尊
体
を
ひ
ら
き
見
る
に
、
銭
泡
の
玉
い
く
つ
と
も
な
く
ま
る
／
び
出

い
く
き
ば
へ
ん
げ
ん
ｆ
う
で
ん

け
り
、
さ
て
こ
そ
む
か
し
の
軍
場
に
、
変
現
し
給
へ
る
事
、
／
さ
ら
に
妄
伝
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だ
う

城
主
も
さ
に
こ
そ
あ
ら
ん
／
ず
ら
め
、
と
か
く
ま
づ
か
の
堂
へ
ま
い
り
て
、

ら
い
Ｌ
や

礼
謝
奉
ん
と
て
、
／
（
二
十
四
オ
）

ぐ
ん
そ
つ

そ
ん
よ
う

軍
卒
と
と
も
に
い
そ
ぎ
か
の
地
蔵
堂
に
ま
う
で
、
、
尊
容
／
を
拝
し
見
給

お
ば
く
や
ゐ

ふ
に
、
こ
は
い
か
に
多
の
矢
を
射
た
て
ら
れ
さ
せ
給
ふ
／
の
み
な
ら
ず
、

て
つ
は
う

銃
砲
の
あ
と
又
か
ず
も
な
－
し
、
さ
て
は
う
た
が
ひ
も
な
く
、
／
こ
の
尊
の

じ
ひ
か
ゆ
う

る
い

慈
悲
加
祐
し
給
ひ
ぬ
る
に
こ
そ
と
て
、
を
の
ノ
〃
‐
、
‐
感
／
涙
を
な
が
さ
れ
け

し
ん
か
ん

り
、
城
主
は
こ
と
に
此
御
あ
り
さ
ま
を
見
て
、
、
心
／
肝
に
そ
み
て
あ
り
が

く
や
う
ぐ
ｘ
一
や
う

ぬ
き
ん
で

た
う
じ
や
う

た
く
お
も
は
れ
け
れ
ば
、
供
養
恭
敬
の
ま
／
こ
と
を
抽
て
、
そ
れ
よ
り
当
城

ち
ん
じ
ゆ

ね
ご
ろ

の
鎮
主
の
ご
と
く
に
あ
が
め
た
て
ま
／
つ
ら
れ
け
る
と
な
ん
、
か
く
て
根
来

き
い
が
は
し
ぱ
ひ
で
よ
し

が
う
き

雑
賀
も
、
羽
柴
秀
吉
公
の
た
め
／
に
う
ち
お
さ
め
ら
れ
て
、
口
ｕ
ご
ろ
の
強
毅

た
う
こ
ぐ
に
ん
み
ん

あ
ん
ど

も
や
み
て
け
れ
ば
、
当
国
／
の
人
民
い
よ
ノ
″
‐
、
‐
安
堵
の
お
も
ひ
を
な
－
し
、

庭
い
じ
よ
く
わ
う

か
ん
き

ひ
と
へ
に
大
士
の
除
光
也
／
と
て
感
喜
の
心
を
か
た
ふ
け
け
り
、
そ
の
、

す
は
う
の
か
み
ざ
い
じ
ゃ
う

ち
松
平
周
防
守
在
城
／
の
時
、
い
さ
、
か
ゆ
へ
あ
ｈ
ソ
て
、
こ
の
地
蔵
堂
を

き
ん
そ
ん
い
け
し
り

近
村
池
の
尻
と
い
ふ
と
こ
／
（
一
一
十
四
ウ
）

せ
い
ざ
う

ろ
に
う
つ
さ
る
、
か
く
て
星
霜
と
し
ふ
ｈ
ソ
て
霊
像
も
や
画
く
ち
／
そ
ん
じ

だ
う
う
は
か
い

さ
せ
給
ひ
、
堂
宇
も
破
壊
に
な
ん
，
／
‐
、
、
と
す
、
こ
、
に
天
性
／
寺
の
開
山

と
く
よ

し
つ
ぢ
き
し
や
▽
っ
し
ん

れ
い

得
誉
上
人
は
、
質
直
正
信
の
人
な
い
り
け
る
が
、
か
、
る
盤
／
像
の
う
づ
も

れ
さ
せ
給
ふ
を
か
な
し
み
、
な
に
と
ぞ
寺
中
へ
も
り
／
入
ま
い
ら
せ
て
、

あ
し
た
あ
か
ゆ
ふ
く
と
も
し
び

せ
め
て
朝
の
関
伽
、
夕
の
灯
な
ん
ど
、
く
や
う
し
／
奉
ｈ
ソ
た
き
む
ね
、
城

う
つ
た
へ

ぐ
わ
ん
１
う

主
へ
訴
申
さ
れ
け
る
に
、
願
望
事
ゆ
へ
な
く
／
あ
ひ
か
な
ひ
て
け
れ
ば
、



せ
う
こ

し
た

に
あ
ら
ず
、
証
拠
こ
れ
な
り
と
て
、
／
を
の
ノ
″
‐
、
１
舌
を
ふ
る
ひ
、
か
さ
ね

し
ん
き
や
う
た
ん
し
ん

を
ち
こ
良
一
兵
寺
と

て
信
敬
の
丹
心
を
こ
ら
し
け
り
、
／
遠
近
の
里
人
こ
の
事
を
き
い
つ
た
へ

ぶ
ん
だ
ん

ど
ん
じ
き

て
、
た
れ
す
、
む
か
と
も
な
く
、
／
分
檀
け
ち
え
ん
し
け
る
程
に
、
厳
飾

し
ゆ
め
う
こ
う

み
も
の

の
偽
幸

殊
妙
に
功
お
は
り
て
、
諸
／
人
観
を
あ
ら
た
め
た
り
、
さ
る
に
て
も
、
後

’
よ

て
つ
ば
・
ウ

の
世
ま
で
信
を
つ
た
／
ふ
る
た
め
な
れ
ば
と
て
、
銭
抱
の
あ
と
ひ
と
と
こ

し
ゆ
ほ

ぞ
く

る
、
修
補
せ
ず
し
／
て
の
こ
さ
れ
た
り
、
か
く
て
道
俗
の
信
、
ま
す
ノ
〃
Ｉ
、
‐

か
ん
お
う

へ
ん
う
ん

さ
か
ん
な
れ
ば
、
／
感
応
の
あ
と
ひ
す
に
あ
ら
は
る
、
い
つ
つ
ベ
ー
レ
片
雲

品
に
ら

気
胃
う

た
ち
ま
ち
／
は
れ
て
、
慧
日
の
ひ
か
り
ふ
た
、
ぴ
か
、
や
き
、
千
草
か
れ

、
う

な
ん
／
と
し
て
、
法
雨
の
う
る
ほ
ひ
た
ち
ま
ち
そ
、
ぐ
と
、
こ
れ
し
か
／

（
二
十
六
オ
）と

く
皇
よ
こ
う
く
ん

み
や
う
じ
ょ

し
な
が
ら
得
誉
上
人
の
功
勲
に
し
て
、
地
蔵
菩
薩
の
冥
助
／
な
る
か
（
一
一

十
六
ウ
）

④
「
和
泉
名
所
図
会
」
所
収
「
蛸
地
蔵
」

寛
政
八
（
一
七
九
八
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
秋
里
藤
島
・
編
「
和
泉
名

所
図
会
」
は
、
「
泉
州
志
」
と
同
様
の
「
蛸
地
蔵
」
伝
承
に
つ
い
て
の
内
容

が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
和
泉
名
所
図
会
」
に
は
天
性
寺
境
内
の
図
と

と
も
に
、
地
蔵
尊
が
蛸
に
乗
り
、
海
か
ら
出
現
し
た
様
子
が
描
か
れ
て
い

る
。

【
本
文
】

蛸
地
蔵
岸
和
田
城
下
、
天
性
寺
に
あ
り
。
寺
記
に
日
、
当
寺
の
地
蔵
尊

は
建
武
年
中
鮪
の
背
に
御
玉
ひ
て
海
浜
に
出
現
し
玉
ふ
。
其
時
節
逆
乱
な

見
聞
を
も
と
に
ま
と
め
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

【
本
文
】

天
性
寺
地
蔵
在
岸
和
田

縁
起
云
、
当
寺
地
蔵
菩
薩
者
、
建
武
年
中
、
御
蛸
背
現
干
海
浜
馬
。
時

惟
乱
世
人
不
敢
信
敬
。
棄
之
城
外
溝
油
。
天
正
年
中
、
紀
州
根
来
雑
賀
逆

徒
、
侵
近
境
、
来
既
欲
屠
岸
和
田
城
。
時
城
中
有
一
大
法
師
。
釦
術
殆
妙

手
、
逆
徒
為
之
四
敗
走
鳶
。
法
師
忽
篤
不
見
、
人
皆
為
奇
也
。
軍
散
後
城

主
時
見
蛸
之
浮
櫛
水
、
乃
怪
之
、
以
許
多
人
手
模
索
溝
油
。
不
得
、
偶
泥

中
得
地
蔵
木
像
、
於
蒐
始
知
先
所
現
大
法
師
者
惟
地
蔵
変
身
実
。
故
俗
称

之
蛸
地
蔵
。
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③
『
泉
州
志
」
所
収
「
天
性
寺
地
蔵
在
岸
和
田
」

元
禄
十
三
（
一
七
○
○
）
年
刊
。
石
橋
直
之
編
。
全
六
巻
。
西
峰
散
人

（
松
下
見
林
）
序
文
、
石
橋
自
序
文
、
契
沖
賊
文
あ
り
。
西
峰
散
人
序
文

に
、
「
和
泉
国
之
人
石
橋
直
之
自
壮
歳
欲
察
本
国
之
地
理
奔
走
処
処
経
歴

勝
地
間
神
社
仏
閣
之
権
興
探
僧
俗
之
伝
記
自
国
史
百
氏
逮
歌
人
之
所
吟
詠

無
不
渉
猟
凡
得
泉
州
事
金
屑
玉
砕
無
不
拾
遂
祇
纂
述
泉
州
志
六
巻
」
と
あ

り
、
「
泉
州
志
」
は
石
橋
直
之
が
和
泉
国
中
の
神
社
仏
閣
を
歴
訪
し
、
そ
の
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れ
ば
、
人
敢
て
信
敬
せ
ず
。
こ
れ
を
城
外
の
堀
の
中
へ
棄
に
け
り
。
天
正

年
中
、
松
浦
氏
、
此
城
に
龍
ら
れ
し
時
、
紀
州
根
来
雑
賀
の
逆
徒
、
近
隣

を
侵
し
、
既
に
岸
和
田
の
城
を
陥
さ
ん
と
す
。
か
還
る
時
に
、
城
中
に
ひ

と
り
大
法
師
あ
り
。
靭
術
妙
手
を
震
ひ
、
蝶
鳥
の
如
く
戦
ひ
け
れ
ば
、
逆

賊
、
大
い
恐
れ
、
四
度
路
に
な
っ
て
ぞ
敗
走
す
。
大
法
師
、
敵
を
追
ち
ら

し
、
忽
然
と
し
て
見
へ
ず
。
人
み
な
、
奇
也
と
す
。
軍
散
じ
て
後
、
城
主
、

時
々
、
蛸
の
堀
に
浮
む
を
見
る
。
こ
れ
奇
怪
也
と
て
、
多
く
人
数
を
以
て

堀
水
を
探
ら
す
る
に
、
木
像
の
地
蔵
尊
を
得
た
り
。
於
是
、
前
に
現
じ
た

る
大
法
師
は
此
地
蔵
の
変
身
な
ら
ん
と
、
初
て
信
敬
恭
礼
あ
る
。
な
お
も
、

諸
人
に
拝
胆
さ
せ
、
仏
智
の
結
縁
あ
ら
し
め
ん
と
て
、
当
寺
の
住
侶
泰
山

和
尚
に
授
与
し
玉
ふ
。
因
遊
こ
こ
に
安
世
し
、
世
俗
こ
れ
を
鮪
地
蔵
と
称

す
。

【
本
文
】

縁
起

蛸
地
蔵

そ
も
く
た
う
じ
餅
ざ
う
ぼ
さ
つ
ゆ
ら
い
た
づ
ね
わ
う
こ
こ
の
さ
と
ひ
ざ
芯
う

抑
当
寺
地
蔵
菩
薩
の
由
来
を
尋
奉
る
に
往
古
よ
り
此
郷
に
久
し
く
住
し
た

そ
ん
ぞ
う
も
っ
て
ひ
と
つ
た
へ
き
し
わ
だ
噂
ぬ
し
か
み
い
ひ

ま
ふ
尊
像
な
る
を
以
人
伝
て
岸
和
田
の
地
主
神
／
な
り
と
一
云
な
ら
は
せ
り

け
だ
し
そ
の

た
づ
ぬ
む
か
し
こ
の
き
し
ぢ
ざ
う
ぽ
き
つ
あ
ん
ざ
れ
い
ぢ
や
、
う
ば
う
た
ふ
ぶ
つ

蓋
其
は
じ
め
を
尋
れ
ぱ
往
昔
此
岸
に
地
蔵
菩
薩
安
座
の
霊
場
あ
り
宝
塔
仏

か
く
く
わ
ん
ぜ
ん
つ
ら
な

た
く
み

い
ま
ど
き

じ
ゐ
ん
い
立

閣
喚
然
と
し
て
列
れ
る
こ
と
工
を
つ
く
し
て
今
時
な
ら
ぶ
る
寺
院
な
し
今

Ｌ
ろ
う
ち
す
な
は
ち
そ
の
い
せ
８
あ
る
と
き
て
う
て
§
こ
の
が
ら
ん
心
や
う
な
い
み
鱈
れ
い
り
ぢ
ん
や

の
城
の
内
則
其
遺
跡
な
り
或
時
朝
敵
此
伽
藍
の
境
内
に
乱
入
て
陣
屋
を
／

か
ま
へ
ほ
し
い
典
。
そ
う
と
と
ら
へ
ぐ
ん
じ
し
え
き
こ
ん
ど
う
ぶ
つ
ぐ
く
だ
い
へ
い
き

構
恋
に
僧
徒
を
捕
て
軍
事
に
使
役
し
金
銅
の
仏
具
を
推
て
兵
器
と
な
し

あ
ま
つ
冬
へ
ぢ
ぞ
う
そ
ん
ひ
い
お
の
も
っ
て
う
ち
躯
か
せ
そ
ん
ぞ
、
っ
も
く
た
い

こ
ん
が
う
て
っ
せ
き

剰
地
蔵
尊
を
援
て
斧
を
以
打
侵
ど
も
尊
像
は
木
／
体
な
が
ら
金
剛
鉄
石

す
こ
し
そ
ん
じ
た
畠
ぐ
ん
ぞ
く
あ
や
し
み

そ
ん
ぞ
う
か
い
も
う
な
げ
す
て

の
ご
と
く
に
し
て
少
も
損
給
は
ず
軍
賊
怪
お
そ
れ
て
尊
像
を
海
中
に
投
捨

す
な
は
ち
か
い
て
い
し
づ
み

し
ゅ
ん
じ
ゅ
う
ひ
き
し

た
れ
し
ろ

け
れ
ば
則
海
底
に
沈
た
／
ま
ふ
し
か
し
よ
り
春
秋
久
く
ふ
り
て
誰
か
知

も
の
な
し
そ
の
織
獅
畔
榊
謡
認
職
徳
撚
唾
跡
燕
畦
離
郷
嘩
趨
輝
睦
で
／
癖

う
ち
い

じ
ゃ
う
ち
う
じ
や
う
げ
し
ょ
に
ん
は
な
は
お
ど
る
き
る
と
き
は
ふ
し

の
内
に
入
ら
ん
と
す
れ
ば
城
中
城
下
の
諸
人
甚
だ
驚
き
去
そ
の
時
法
師
の

か
た
ち

ひ
や
う
ぐ

な
み
う
か
し
ろ
き
は
あ
ら
は
れ
ふ
う
は

形
た
る
も
の
漂
々
と
し
て
波
に
浮
び
城
の
際
／
に
顕
風
波
た
ち
ま
ち
に

し
づ
史
り
み
ん
か
す
こ
し
ひ
と
こ
れ
ｇ
そ
わ
し
か
の
は
ふ
し

静
て
民
家
少
も
さ
わ
り
な
し
人
々
是
を
あ
や
し
み
競
ひ
走
り
て
彼
法
師
の

か
た
ち

ざ
雷
と
う
ぐ

さ
う
が
う
ぢ
ぞ
う
ぽ
冬
つ
と
く
だ
い
た
こ
が

形
を
み
れ
ば
鋭
々
堂
々
／
た
る
相
好
の
地
蔵
菩
薩
特
に
大
な
る
蛸
に
駕
し

み
ひ
と
き
ゐ
お
も
ひ

が
つ
し
や
う
ざ
、
げ
し
し
ん
れ
い
た
て
主
っ

て
ま
し
ま
す
見
る
人
奇
異
の
思
を
お
こ
し
合
掌
を
筆
て
至
心
に
礼
し
奉
り

り
た
ち
ど
こ
ろ
き
ず
ゐ

こ
と
お
ぼ
と
き
ひ
と
つ
た
き
く

／
立
地
に
奇
瑞
を
か
う
む
る
事
を
覚
ふ
時
の
入
い
わ
く
伝
へ
聞
む
か
し
こ

し
ろ

超
い
が
ら
ん

と
き
れ
い
げ
ん
し
中
し
や
う
ぢ
ぞ
う
そ
ん
全
し

の
城
の
と
こ
ろ
に
大
伽
藍
あ
り
し
時
霊
験
殊
勝
の
／
地
蔵
尊
在
ま
せ
し
か

8４

⑤
「
泉
州
史
料
」
所
収
「
縁
起
」

『
泉
州
史
料
」
は
、
大
阪
府
泉
州
地
域
に
関
す
る
資
料
を
紹
介
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
寺
田
兵
治
郎
が
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
か
ら
六
（
一
九

一
七
）
年
に
か
け
て
、
岸
和
田
実
業
新
聞
社
よ
り
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
泉
州
史
料
」
所
収
「
縁
起
」
は
、
①
の
縁
起
絵
巻
を
簡
略
化
し
た
も
の

で
、
①
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
「
略
縁
起
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。



の
が
の
、
し
り
ぎ
や
く
と
う
お
の
〃
ｒ
、
は
う
く
わ
た
。
、
ち
た
こ
は
ふ
し
う
ち

，
ノ
ー
、
、
逃
す
な
と
晋
け
れ
ば
逆
党
各
々
峰
火
を
な
ら
し
直
に
蛸
法
師
を
討
と

か
い
へ
ん
に
は
か
め
い
ど
う
す
う
せ
ん
た
こ
む
ら
が
り
あ
つ
ま
り
く
ち
く
る

ら
ん
と
す
る
と
き
海
辺
俄
に
鳴
動
／
し
て
数
千
の
蛸
群
集
口
よ
り
黒

と
く
き
ふ
き
か
く
ぐ
ん
ら
う
あ
ん
や

て
３
ぐ
ん
ぴ
や
う
ど
く
８

き
毒
気
を
吹
掛
れ
ば
軍
中
た
ち
ま
ち
闇
夜
の
ご
と
ノ
、
敵
の
軍
兵
は
毒
気
に

あ
る
ひ
ら
く
ぱ
あ
る
ひ

ら
ま
た
ぶ
ん
ざ
ん
つ
ひ
て
き
ぐ
ん
は
い
ぼ
く

む
せ
び
或
／
は
落
馬
‐
し
或
は
た
お
る
、
も
の
街
に
分
散
す
終
に
敵
軍
敗
北

せ
ん
お
は
り
だ
い
じ
ゃ
う
つ
ざ
が

こ
れ
じ
ゃ
う
し
ゆ
た
じ
つ
し
よ
し

し
一
戦
畢
て
大
城
差
な
く
お
さ
ま
り
ぬ
是
に
よ
り
て
城
主
／
他
日
に
諸
士

あ
つ
め
せ
ん
こ
う
ろ
く

か
の
た
こ
は
う
し
た
づ
ね
た
ま
か
つ
て
ゆ
き
し
る

を
集
て
戦
功
を
禄
せ
ん
が
た
め
に
彼
蛸
法
師
を
尋
給
ふ
に
曽
行
が
た
を
知

じ
ゃ
う
し
ゆ
あ
や
し
み
い
は
い
ｆ
こ
の
い
く
ざ
せ
ん
こ
う
え

ひ
と

も
の
な
し
城
主
怪
て
調
く
今
此
／
軍
に
戦
功
を
得
た
る
こ
と
は
偏
に
か
の

は
ふ
し
ゐ
り
よ
く
て
ん
お
ん
い
か
に
し
や
１
こ
と

法
師
の
威
力
な
り
天
恩
如
何
謝
せ
ん
や
と
誠
を
つ
ノ
、
し
て
の
た
ま
へ
け
れ

そ
の
よ
じ
ゃ
う
し
ゆ
ゆ
め
か
の
は
ふ
し
き
た
つ
げ
な
ん
じ
し
わ
れ

ば
其
夜
／
城
主
の
夢
に
彼
法
師
来
り
て
告
て
い
わ
／
、
汝
知
ら
ず
や
我
は
こ

か
い
ち
う
こ
の
き
し
し
ゆ
つ
げ
ん

こ
の
と
こ
ろ

れ
む
か
し
海
中
よ
り
此
岸
に
出
現
せ
し
も
の
な
り
こ
の
ゆ
／
へ
に
此
所
を

し
ゆ
ご

こ
と
い
韮
・
た
じ
や
う
し
ゆ
あ
や
う
き
す
く
ひ
か
の
た
い
て
き
ふ
せ
ぐ
い

守
護
す
る
こ
と
や
む
事
な
－
）
今
又
城
主
の
危
を
救
彼
大
敵
を
禦
と
云
へ
ど

き
つ
が
い
い
と
ふ

わ
け
ん
ぞ
く
だ
い
き
わ
う
つ
か
ひ
き
み
せ
ん
こ
う

Ｊ
ｂ
殺
害
を
厭
が
ゆ
へ
に
我
が
春
／
属
の
大
鬼
王
を
使
し
て
た
ｆ
君
に
戦
功

ば
ど
こ
す
じ
ゃ
う
し
ゆ

の
ち
み
め
い
し
よ
し
２
ね
ゆ
め
く
だ
ん

を
施
の
み
と
城
主
ゆ
め
さ
め
て
後
未
明
に
諸
士
を
招
き
夢
の
件
を
か
た
り

き
く
も
の
み
そ
う
お
も
ひ
ふ
か
く
し
ん
き
や
う
た
て
ま
つ
る
ｚ
た
ご
に
ち
よ

た
ま
へ
／
ば
聞
者
未
曾
有
の
思
を
な
し
深
信
敬
奉
又
後
日
夜
な
ノ
″
Ｉ
、
、

臆
り
な
か
ひ
か
り

は
な
ち
み
ひ
と
あ
や
し
み

ふ
う
ぶ
ん
つ
ひ
じ
ゃ
う

堀
の
中
よ
り
光
い
か
め
し
ノ
、
放
て
見
る
人
怪
を
な
す
そ
の
／
風
聞
終
に
城

し
ゆ
じ
ゃ
う
し
ゅ
す
な
は
△
ら
め
い
に
ん
ぶ

ほ
り
な
か

主
へ
た
つ
す
城
主
則
命
じ
て
人
夫
を
あ
つ
め
堀
の
中
を
さ
ら
へ
－
し
む
れ

で
い
ち
う

み
幻
の
り
ｆ
、
ち
か
ら

と
り
あ
げ

ば
泥
中
に
し
て
あ
や
し
き
も
の
を
／
見
あ
た
り
各
力
を
つ
く
し
て
取
揚
れ

秘
で
い
１
じ
り
そ
の
た
い
つ
士
ぴ
ら
か
ひ
と
。
ｆ
、
み
づ

と
り
あ
ら
ひ

ど
も
溌
泥
に
雑
て
其
体
審
な
ら
ず
人
々
水
を
そ
、
華
己
さ
、
ら
を
取
て
洗

ゑ
ん
も
う
そ
う
ざ
や
う
た
け
じ
ゃ
く
ば
か
り
か
た
ひ
ざ
ま
げ
き
や
く
の
べ
く
だ
ひ
だ
り

け
れ
ば
／
円
頂
僧
形
の
長
一
二
尺
計
の
片
膝
を
曲
て
一
脚
を
伸
下
し
左
の

た
な
ど
、
ろ
腿
う
じ
ゆ
尋
、
げ
み
ざ
て
く
わ
ん
て
つ
Ｌ
や
く
と
り
た
き
ぢ
ぞ
．
っ
ぽ
き
つ

掌
に
宝
珠
を
箪
右
の
手
に
は
六
環
の
鉄
錫
を
採
給
ふ
地
／
蔵
菩
薩
な
り

8５

ら
ん
せ
い
ふ
へ
い
ぎ
や
く
お
か
き
れ
つ
ひ
し
や
う
せ
き
い
い
は
ん
す
で

ど
も
乱
世
不
平
の
逆
に
侵
遂
に
そ
の
勝
跡
を
う
し
な
ふ
と
云
へ
り
況
や
既

ひ
き
か
い
て
い
ち
ん
ざ
い
た
ま
た
れ

し
か
る
い
ま
こ
の
号
と

に
久
し
く
海
底
に
沈
在
／
し
給
ふ
誰
か
し
る
も
の
あ
ら
ん
や
然
に
今
此
郷

じ
よ
う
く
わ
く
き
づ
き
は
ん
え
い
ち
か
う
ん
〃
う
そ
ん
ぞ
う
け
げ
ん
た
士

に
城
廓
を
築
繁
栄
の
地
と
な
る
嘉
運
に
応
じ
て
尊
像
化
現
し
給
ふ
こ
し
」
よ

な
ぃ

あ
ゆ
み

い
ら

》
》
も

じ
ゃ
う

／
ろ
こ
び
猶
あ
ま
り
あ
り
と
て
歩
を
は
こ
び
市
を
な
せ
り
蕊
に
お
ゐ
て
城

し
ゆ
そ
の
き
ゐ
か
ん

し
ん
か
う
お
こ
し
し
よ
し
め
い

し
ろ
う
ち
せ
い
け
つ
ち

主
其
奇
異
を
感
じ
ふ
か
ノ
、
信
仰
を
発
諸
士
に
命
じ
／
て
城
の
内
清
潔
の
地

え
ら
ぱ
あ
ら
た
う
こ
ん
り
う
ぢ
ぞ
う
そ
ん
あ
ん
ち

し
か
り
い

を
択
し
め
新
に
一
宇
を
建
立
し
て
地
蔵
尊
を
安
置
せ
ら
る
然
と
云
へ
ど
も

せ
じ
ゃ
う
し
づ
か

し
ろ
え
う
が
い
い
く
ぎ
は
か
り
ご
と
く
だ
た
ん
せ
き

世
上
い
ま
だ
静
な
ら
ざ
れ
／
ば
城
の
要
害
軍
の
謀
に
こ
、
ろ
を
捲
く
旦
夕

そ
の
こ
ろ
に
は
か
せ
ん
皿
う
ｇ

ひ
じ
や
う
し
ゆ

せ
ん
ぢ
や
う

な
り
其
頃
俄
に
一
戦
蜂
起
す
る
の
日
城
主
お
も
ひ
ら
／
、
も
し
こ
の
戦
場

ざ
や
く
う
ん
ふ
い

と
き
れ
い
ぞ
う
こ
わ
く
は
へ
い
か

あ
や
う

に
／
お
ゐ
て
逆
運
不
意
に
あ
た
ら
む
時
霊
像
恐
ノ
＼
は
兵
火
の
た
め
に
危
か

し
ば
ら
く
そ
ん
た
い
ち
ん
ご

ｕ
り
す
ゐ
て
い
し
づ
め
へ
い
く
わ
の
が
る

ら
ん
暫
尊
体
を
鎮
護
せ
ん
が
た
め
に
堀
の
水
底
に
沈
／
兵
火
を
遁
ベ
ー
レ
と

つ
ひ
そ
ん
ぞ
う
ほ
り
な
か
う
つ
し

し
か
し
よ

し
づ
か
ふ
た
、
ぴ
そ
人

遂
に
尊
像
を
堀
の
中
へ
移
か
ノ
、
し
た
り
爾
よ
り
世
い
ま
だ
静
な
ら
ず
再
尊

ぞ
う
あ
げ
ぽ
ん
し
よ
う
つ
す
も
の
よ
ひ
と
お
で
い

像
を
揚
て
本
所
に
移
者
な
／
、
／
世
う
つ
り
人
か
わ
り
て
む
な
し
く
搬
泥
の

そ
こ

た
ま

１
た
と
し
ひ
ざ
そ
の
、
も
て
ん
し
や
う
れ
ん
ぢ
う
ま
つ
う
ら
ひ
ぜ
ん
の
か
み
ど
の

底
に
う
づ
も
れ
給
ふ
こ
と
亦
年
久
Ｉ
し
其
後
天
正
年
中
に
松
浦
肥
前
守
殿

こ
の
じ
や
う
し
ゆ

と
き
き
し
う
れ
ご
ろ
さ
い
が
ぎ
や
く
と
う
に
わ
（
マ
マ
）
か
い
く
き
お
こ
と
う
ご
く
は
せ

此
城
主
／
た
る
時
紀
州
根
来
雑
賀
の
逆
党
俄
に
軍
を
起
し
当
国
に
馳

い
り
こ
の
し
ろ
お
し
よ
せ
じ
ゃ
う
し
ゆ
い
ぐ
さ
は
か
り
ご
と
き
は
え
う
が
い
ゐ
き
ん
く

入
此
城
に
押
寄
た
り
城
主
も
と
よ
い
ソ
軍
の
謀
を
究
め
要
害
／
四
囲
を
禁
固

て
さ
た
せ
い
せ
ま
た
が
ひ
や
お
と
き
け
あ
ひ
た
た
か
あ
い
だ
し
ろ
な
い
ぐ
わ
い

す
と
い
へ
ど
も
敵
の
多
勢
に
逼
ｈ
ソ
互
に
矢
音
叫
び
相
闘
ふ
の
間
城
の
内
外

す
で
あ
や
う
み
と
き
（
マ
マ
）

ひ
と
り
は
ふ
し
こ
つ
ぜ
ん
い
き
ん
い
て
き

既
に
危
／
、
見
へ
し
時
い
つ
く
と
も
／
な
く
独
の
法
師
忽
然
と
抜
じ
出
で
敵

立
つ
息
き
は
せ
か
、
せ
ん
す
う
て
８
と
ふ
せ
ぐ
じ
ん
ぺ
ん
い
り
よ
く
た
け
よ
そ
は
て
ん

の
真
前
に
馳
懸
恥
ソ
一
箭
に
数
十
の
敵
徒
を
禦
神
変
威
力
の
猛
き
粧
ひ
天
を

ら
い
く
ち
し
ん
ど
う

て
き
ぐ
ん
お
ど
ろ
き
ち
か
ら

い
ろ
み

電
呪
し
地
／
を
震
動
す
れ
ば
敵
軍
こ
れ
に
驚
力
を
う
し
な
ふ
色
見
へ
し
か

た
ぜ
い
つ
の
り
峰
し
い
ま
、
あ
つ
こ
う
は
き
か
の
と
う
た
こ
は
ふ
し
せ
め

ど
も
お
の
が
多
勢
に
募
窓
に
悪
口
を
吐
彼
一
頭
の
蛸
／
法
師
を
責
卜
《



じ
ゃ
う
し
ゆ
く
わ
ん
き
な
み
だ
な
が
し
よ
し
あ
ひ
と
も
い
た
り
せ
ん
ら
い
え
こ
と
か
う
ん
ず
ゐ
き
う

城
主
歓
喜
の
涙
を
流
し
諸
士
と
相
共
に
至
て
婚
礼
－
し
寡
に
嘉
運
の
瑞
相

え
ば
ん
み
ん
こ
れ
た
い
へ
い

す
な
は
じ
や
う
ち
う
ぺ
つ
で
ん
つ
く
り
そ
ん
ぞ
う

を
得
た
り
万
民
是
よ
り
泰
平
な
ら
ん
／
し
」
則
ち
城
中
に
別
殿
を
造
尊
像
を

あ
ん
ち
た
て
ま
つ
に
ら
あ
ひ
麓
じ
ゃ
う
も
ん
わ
う
ら
い
ゆ
る
し
し
よ
腿
ん
き
ん
け
い

安
置
し
奉
り
一
七
日
の
間
城
門
の
往
来
を
許
諸
人
を
参
詣
せ
し
め
た
ま
ふ

は
い
と
も
が
ら

な
み
だ
う
る
ば
あ
る
ひ
ね
が
ひ

に
一
た
び
拝
／
す
る
薙
は
お
の
づ
か
ら
よ
ろ
こ
び
の
涙
を
油
し
或
は
願
あ

た
ら
と
こ
ろ
叩
や
く

そ
の
か
づ
し
ら
し
か
し
て
ぶ
ん
ろ
く
ね
ん

る
も
の
は
立
地
に
利
益
を
か
ふ
む
る
こ
と
其
数
を
知
ず
而
の
ち
／
文
禄
年

ち
う
こ
い
で
雌
り
１
の
か
み
と
の
こ
の
じ
ゃ
う
し
ゆ
と
３
曲
い
や
し
ろ
は
ふ
し
よ
う
げ
い
で

中
小
出
播
磨
守
殿
此
城
主
た
る
時
毎
夜
白
法
師
と
天
化
し
て
出
た
ま
へ
ば

わ
う
ら
い
な
ん
ぶ
よ
お
そ
れ
ふ
う
せ
つ
つ
ひ
じ
ゃ
う
し
ゆ
３
．
た
つ

往
来
の
男
女
み
だ
ｈ
ソ
に
恐
を
な
す
の
風
／
説
あ
り
終
に
城
主
の
聞
に
達
し

し
よ
し

ひ
や
う
ぎ

た
れ
ぼ
さ
つ
よ
・
つ
く
わ
は
ん
麓
ん

諸
士
を
あ
つ
め
て
評
議
せ
し
む
れ
ど
も
誰
か
菩
薩
の
妖
化
を
判
談
す
る
も

と
き
じ
や
う
し
ゆ
の
た
士
は
け
だ
し
し
ゆ
じ
ゃ
う
き
か
ん
お
う
つ
た
な
き
し
よ
に
ん
わ
う
ら
い
は
い

の
な
し
時
に
城
／
主
謂
ノ
、
蓋
衆
生
機
感
の
応
拙
ゆ
へ
諸
人
の
往
来
に
拝

け
ん
や
す

だ
い
ひ
は
う
べ
ん
か
そ
ん
ぞ
う
じ
ゃ
う
ぐ
わ
い

見
し
易
か
ら
し
め
ん
た
め
の
大
悲
方
便
な
ら
ん
歎
Ｉ
し
か
じ
尊
像
／
を
城
外

う
つ
し
た
て
ま
つ

と
き
た
う
じ
ぢ
う
そ
う
た
い
ざ
ん
ぐ
わ
ん
ら
い
こ
の
そ
ん
ぞ
う
し
ん
か
う
あ
き

に
移
奉
ら
ん
に
は
と
そ
の
時
当
寺
往
僧
の
泰
山
元
来
尊
像
信
仰
の
余

ふ
う
せ
つ
き
、
す
み
や
か
じ
ゃ
う
し
ゆ
ね
が
こ
の
て
ら
む
か
へ
た
て
ま
っ
た
。
、
そ
ん
た
い
せ
ん
こ

り
風
説
を
聞
て
速
に
城
主
へ
願
ひ
此
寺
／
へ
迎
奉
る
但
し
尊
体
千
古
を
へ

く
ち
そ
ん
た
玄
患
い
こ
う
た
て
ま
つ
れ
い
げ
ん
ふ
し
ぎ
つ
ぶ
ぎ
ベ
つ
き
し
か
し

て
朽
損
じ
給
へ
ば
再
興
し
奉
る
べ
き
盤
験
不
思
議
具
に
は
別
記
に
あ
り
爾

け
ゑ
ん
き
か
ん
な
り
け
だ
し
秘
も
ん
み
れ
こ
れ
そ
ん
ぞ
う
き
せ
ん

よ
り
こ
の
か
／
た
化
縁
ま
す
ノ
ー
ｌ
、
盛
也
蓋
以
ば
是
こ
の
尊
像
は
貴
賎

ど
も
あ
ゆ
み
ろ
う
じ
ゃ
く
打
低
せ
ん
ら
い

り
や
く
岨
ど
こ
し

共
に
歩
を
は
こ
び
老
若
多
ノ
、
職
礼
さ
し
め
あ
ま
ね
く
利
益
を
施
／
た
ま

し
や
う
い
し
る
ゆ
え
ん
ひ
。
。
あ
ゆ
み
よ
れ
が
ひ
そ
の
り
や
く

ふ
聖
意
な
ら
ん
知
所
以
は
日
々
に
歩
を
は
こ
び
夜
な
ノ
ー
、
、
願
か
け
て
其
利
益

お
ら
こ
ら
し
よ
に
ん
し
る

い

あ
る
こ
と
は
遠
近
諸
人
の
な
く
て
知
と
／
こ
ろ
な
り
と
云
ふ

【
本
文
】

た
こ
好
ぞ
う
そ
ん
ご
え
ん
ざ

蛸
地
蔵
尊
御
縁
起

と
う
ざ
ん
ご
じ
ざ
ん
ち
よ
こ
う
い
ん
て
ん
し
ょ
う
じ
ど
う
じ
よ
う
ど
し
ゅ
う
ら
ん
ぜ
い
は
ぞ
く
じ
い
ん

当
山
は
護
持
山
朝
光
院
天
性
寺
と
号
し
浄
土
宗
鎮
西
派
／
に
属
す
る
寺
院

な
り
ぞ
く
た
こ
ぢ
ぞ
う
じ
し
よ
う
み
と
う
ぢ
ぞ
う
と
う
み
麓
と
う
わ
か
な
か
お
い

也
俗
に
蛸
地
蔵
寺
と
称
し
御
堂
に
地
蔵
／
堂
弥
陀
堂
に
分
れ
中
に
於
て

じ
ぞ
う
ど
う
ぜ
ん
こ
く
超
い
い
ち
し
よ
う
こ
う
そ
う
だ
い
が
ら
ん
に
よ
い
は
う
し
③
へ
き
く
う

地
蔵
堂
は
全
国
第
一
の
称
／
あ
る
高
層
な
る
大
伽
藍
。
如
意
宝
珠
碧
空
に

た
か
そ
び
は
い
ご
た
こ
い
ん
ね
ん
ふ
か
き
ら
ぬ
の
う
み
ひ
か
ふ
う
こ
う
ぜ
っ
か
ぎ
ん
ぱ
い

高
く
釜
え
／
背
後
に
は
蛸
に
因
縁
深
き
茅
海
を
控
ゑ
風
光
絶
佳
参
拝
／
の

ひ
と
だ
い
じ
だ
い
ひ
そ
ん
お
そ
で

こ
う
て
き
ち
じ
う
ん
ほ
う
と
う
な
が
て
ら

人
々
大
慈
大
悲
尊
の
御
袖
に
す
が
る
に
好
適
地
と
慈
／
雲
の
法
燈
永
く
照

れ
い
に
く
と
も
す
ぐ
ひ
た
＆
い
ま
た
こ
ぢ
ぞ
う
そ
ん
ご
え
ん
ざ
た
づ

ぢ
ぞ
う
ぽ
さ
っ

し
曇
迦
肉
共
に
救
玉
へ
／
今
蛸
地
蔵
尊
の
御
縁
起
を
尋
ぬ
る
に
地
蔵
菩
薩
は

た
れ
ぴ
と
き
く

こ
と
し
お
う
こ
こ
の
さ
と
ひ
き

誰
人
／
の
作
と
云
ふ
事
を
知
ら
ず
往
古
よ
り
此
郷
に
久
し
く
あ
／
ら
せ
ら

そ
ん
ぞ
う

も
つ
ひ
と
っ
た
き
し
わ
だ
ぢ
ぬ
し
が
み

い

れ
る
尊
像
な
る
を
以
て
人
伝
へ
て
岸
和
田
の
地
／
主
神
な
り
と
言
ひ
な
ら

と
う
じ
じ
ぞ
う

わ
せ
居
れ
り
そ
の
当
時
の
地
蔵
／
【
絵
①
】
（
一
頁
）

ど
う

ど
じ
ょ
う
な
い

似
う
と
う
ぶ
つ
か
く
く
わ
ん
こ
そ
う
れ
い
ぜ
ん
こ
う
つ
く
ざ
ら

堂
な
る
も
の
は
御
城
内
に
あ
り
て
宝
塔
仏
閣
喚
乎
壮
麗
／
善
工
を
尽
し
更

と
う
じ

じ
い
ん

あ
る
と
き
ち
よ
う
て
き
こ
の
が
ら
ん
ら
ん
に
ゆ
、
っ
じ
ん
や

に
当
時
な
ら
ぶ
る
寺
院
な
し
と
。
／
或
時
朝
敵
此
伽
藍
に
乱
入
し
て
陣
屋

か
炎
腿
し
い
ま
ま
そ
う
と
と
ら
ぐ
ん
じ
し
え
き
こ
ん
ど
う
ぶ
つ
ぐ
と
う
く
だ

を
構
へ
窓
に
僧
徒
／
を
捕
へ
て
軍
事
に
使
役
し
金
銅
の
仏
具
等
を
催
き
て

へ
い
き
あ
典
つ
き
ぢ
ぞ
う
そ
う
（
マ
マ
）
こ
わ
き
も
っ
た
い
お
の
ふ
る
う
ち
こ
わ

兵
／
器
と
な
し
剰
え
地
蔵
尊
を
壊
ん
と
勿
体
な
く
も
斧
を
振
／
っ
て
打
侵

ふ
し
ぎ
か
な
そ
ん
ぞ
う
も
と
も
く
た
い

こ
ん
ご
う
ろ
う
こ
て
つ
せ
き
ご
と

せ
し
が
不
思
議
な
る
哉
尊
像
は
元
木
鉢
な
り
／
し
が
金
剛
牢
固
銭
石
の
如

は
な
い
。
裏
表
紙
に
「
泉
州
岸
和
田
蛸
地
蔵
天
性
寺
」
と
あ
る
の
み
。
表

紙
裏
に
「
御
詠
歌
／
有
難
や
蛸
の
地
蔵
に
手
を
引
か
れ
／
弘
誓
の
船
に
の

る
ぞ
嬉
し
き
」
。
内
題
は
、
「
蛸
地
蔵
尊
御
縁
起
」
。
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年
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ノ

Ｍ

す
こ
し
そ
ん
し
よ
う
た
雲
こ
こ
に

／
、
少
も
損
傷
し
玉
は
ず
於

お
い
て
ぐ
ん
ぞ
く
あ
や
し
み
お
そ
そ
ん
ぞ
う

画
疋
／
軍
賊
怪
み
怖
れ
尊
像

か
い
ち
ゅ
う
な
い
か
い
て
い
ふ
か

を
海
中
‐
に
投
げ
入
れ
海
底
深

し
ず
た
ま
じ
ら
い
い
く
ば

く
沈
／
み
玉
ふ
て
爾
来
幾
ノ
、

し
ゅ
ん
じ
ゆ
う
ふ
た
あ
り

の
春
秋
を
経
る
Ｊ
も
誰
れ
有
て

し
も
の
こ
こ

知
る
／
者
な
か
ｈ
ソ
き
。
／
差

じ
ん
の
う

だ
い
ご
だ
い
ご
て
ん

に
人
皇
九
十
五
代
後
醍
醐
天

の
う
誉
一
心
《
う
け
ん
ぷ
と
し
く
す
．
の
き

皇
の
御
宇
建
武
の
年
楠
／

臆
ん
ぐ
わ
ん
オ
｛
ぎ
し
げ
こ
う
こ
の
く
に
り
む
一
・
巾

判
官
正
成
公
此
国
を
領
せ

贈
き
お
い
わ
鰐
い
ず
み
の

ら
る
槌
の
時
甥
の
和
田
和
泉

か
み
ざ
い
じ
よ
う

あ
る

／
守
在
城
せ
ら
れ
－
し
が
或

と
き
か
ぜ
し
＆
お
こ
は
ろ
う
た
か

時
風
頻
り
に
起
胸
ソ
波
浪
高
く

今
の
Ｄ
却

溢
／
｛
絵
②
｝
（
一
一
頁
）

う
し
お
ま
苔
じ
よ
う
な
い
い

れ
潮
の
方
に
城
内
に
入
ら
ん

Ｅ
ｐ
。
ふ
う
じ
よ
う
が
い
Ｌ
・
一
に
ん
ひ

と
す
城
中
城
外
の
諸
人
非

じ
よ
う
お
ど
る
う
〃
ｌ
さ
お
Ｉ
臆

／
常
に
驚
き
右
往
左
往
と
逃

ま
と
お
り
ふ
し
ざ

げ
惑
ふ
折
ふ
し
不
田
心
議
な
る

か
な
よ
く
な
み
う
へ
臆
う

／
哉
寄
せ
来
る
浪
の
上
に
法

し
か
た
ち
ひ
ょ
う

師
の
形
を
な
し
た
る
も
の
漂

な
み
う
か
し
る
ぎ
わ

／
々
と
し
て
波
に
浮
び
城
際

一
、
一
一
一
一

・
一
』

一

ｍｆＪ

Ｉ･Ｉソ
』ｌ’

涙。、

一一一~~一Ｉ
ｊ

，
一
・
』
錘
■

絵②

Ｉ

閥

く
と
き
ふ
う
は
た
ら
坐
し
ず
全

み
ん
か
す
こ
し
そ
ん
し
上
う
ひ
と
こ
れ
凸
や
し
た

に
来
る
時
風
波
忽
ち
静
り
て
／
民
家
少
も
損
傷
な
し
人
々
是
を
怪
み
立
ち

よ
か
催
う
し
か
た
ち
み
こ
れ
ざ
ざ
そ
う
こ
う
え
ん
ま
ん
ぢ
ぞ
う

寄
航
り
て
彼
の
／
法
師
の
形
を
見
れ
ば
是
鈍
々
た
る
相
好
円
満
な
る
地
蔵
／

だ
い
ぼ
ぎ
つ
と
く
蓬
い
た
こ
が
堂
し
ま
お
す
が
た
み

異
こ
い

大
菩
薩
の
特
に
大
な
る
蛸
に
駕
し
て
在
す
御
姿
な
り
見
／
る
人
々
奇
異
の

お
も

が
つ
し
画
・
う
き
き
ｏ
し
し
ん
さ
よ
う
ら
い
た
て
上
つ
た
ち
ど
こ
ろ
§
ず
い
こ
う

恩
ひ
を
な
し
合
掌
を
捧
げ
て
至
心
に
敬
／
礼
し
奉
胸
リ
立
地
に
奇
瑞
を
蒙
む

４
Ｊ
１
畳

と
き
ひ
と
い
ひ
つ
た
む
か
心
し
こ
お
し
ろ
だ
い
が
ら
ん

と
き
れ
い

る
も
の
多
か
り
き
時
の
／
人
言
僻
へ
に
昔
此
の
城
に
大
伽
熊
あ
り
し
時
盤

け
ん
し
心
し
よ
う
じ
ぞ
う
そ
人
士
《
し
ま

ら
ん
世
ふ
へ
い
ざ
や
く
ぞ
く
お
か
号
つ
い
そ
の

験
殊
勝
／
の
地
蔵
尊
在
し
か
ど
も
乱
仙
不
平
の
逆
賊
に
侵
れ
遂
に
／
其

し
よ
う
せ
’
う
し
な
う
い
い
わ
ん
ひ
暮
か
い
て
い
し
づ
た
室
た
れ
Ｌ
も
の

勝
跡
を
失
と
言
へ
り
況
や
久
し
ノ
、
海
底
に
沈
み
玉
ふ
／
て
誰
一
人
知
る
者

し
か
い
裳
こ
の
誉
と
じ
。
《
う
か
く

な
か
り
き
然
る
に
今
此
郷
に
城
郭
を
／
〔
絵
③
｝
（
一
一
一
頁
）

き
づ
は
ん
え
い
ら
か
う
ん
お
う
そ
ん
ぞ
う
し
ゅ
つ
げ
ん
た
ま
こ
と
典
乃
』
》

築
き
繁
栄
の
地
と
な
れ
い
り
嘉
連
に
応
じ
て
尊
像
の
出
現
／
し
玉
ふ
事
悦
び

か
う
あ
裳

Ｌ
Ｐ
争
侭
ん
あ
ゆ
み
肱
こ
い
も

こ
こ
卵
い
じ
よ
う
し
ゆ
そ
の
き
い

猶
余
り
あ
い
リ
と
て
諸
人
歩
を
運
び
市
を
／
な
せ
り
弦
に
於
て
城
主
其
奇
異

せ
い
じ
よ
計
や
つ
Ｇ
》
へ
ら

あ
ら
た

清
浄
の
地
を
撰
ば
し
め
／
新

か
ん
た
土
ふ
か
し
ん
こ
う

を
感
じ
玉
ひ
深
く
信
仰
／
を

幻
こ
し
。
《
し
め
い
し
ろ
ふ
ち

発
し
諸
士
に
〈
叩
じ
て
城
の
内

熱
心:J心;淫塞シ′

ミ会こ

絵③

お
も

も
し
こ
せ
ん
じ
皇
う

田
心
／
へ
ら
く
若
此
の
戦
場
に

う
こ
ん
り
ゆ
う
じ
ぞ
う
そ
ん

に
一
宇
を
建
立
し
て
地
蔵
尊

あ
ん
ら

Ｌ
か

せ

を
安
腫
せ
ら
ス
》
然
る
に
／
慨

じ
・
争
う
い
よ
し
ず

し
み

上
未
だ
静
か
な
ら
ず
城
の

よ
う
が
い
い
く
ぎ
は
か
り
ご
と
・
』
こ
ろ
く
だ

要
害
軍
の
謀
に
心
を
椎
／
、

た
ん
せ
さ
そ
の
こ
ろ
に
わ
か

／
こ
と
旦
夕
な
り
其
頃
俄
に

絵①

一

せ
ん
ほ
う
き
ひ
じ
よ
う
し
ぬ

一
戦
蜂
起
す
る
の
ｎ
口
城
主

8７
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あ
る
ひ
ら
く
鰹
あ
る
ひ
た
お

ち
ま
た
み

て
き
ぐ
ん
つ
い

気
に
む
せ
び
或
は
落
馬
し
或
／
は
倒
る
う
も
の
街
に
満
ち
た
肺
ソ
敵
軍
終
に

は
い
ぼ
く
処
ん
お
わ
ぜ
ん
ぢ
よ
う
つ
つ
が
お
畠
こ
れ
よ
じ
よ
う
し
あ
し
上
し

敗
北
し
一
戦
／
了
り
て
全
城
悪
な
く
治
ま
り
ぬ
錐
に
依
恥
り
て
城
主
諸
士
／

あ
つ
世
ん
こ
う
ろ
く

か
の
た
こ
ほ
う
し
た
ず
そ
ゆ
く
え
し

を
集
め
戦
功
を
録
せ
ん
と
彼
蛸
法
師
を
も
熱
ね
ら
る
、
／
Ｊ
も
其
の
行
術
知

じ
よ
う
し
心
あ
や
し
み
い
わ
い
型
こ
の
い
く
き
世
ん
こ
う
え

ひ
と
か

る
も
の
な
し
城
、
王
怪
て
謂
ノ
、
今
此
軍
に
／
戦
功
を
得
た
る
は
伽
へ
に
彼
の

た
こ
ほ
う
し
い
れ
い
じ
ん
り
ょ
く
よ
る
あ
つ
そ
お
ん
し
や
し
せ
い

蛸
法
師
の
威
霊
神
力
な
／
い
り
宜
し
く
厚
く
其
の
恩
を
謝
す
べ
し
と
至
誠
の

か
ん
と
こ
ろ
む
な
つ
ひ
じ
ょ
う
し
ゅ
そ
の
よ
ゆ
め
た
こ
似
う
し
き
た
つ

感
ず
る
／
虚
空
し
か
ら
ず
遂
に
城
主
其
夜
の
夢
に
蛸
法
師
来
ぃ
ソ
告
／
げ
て

た
な
ん
じ
し

わ
れ
こ
む
か
か
い
ち
ゅ
う
こ
の
き
し
Ｌ
Ｐ
つ
げ
ん
つ
れ

の
玉
は
く
汝
知
ら
ず
や
我
は
是
れ
坐
臼
し
海
中
よ
り
／
此
岸
に
出
現
し
常
に

こ
ち
し
ゆ
ご

い
坐
じ
上
う
し
か
あ
や
錦
き
ず
く
か
の
た
い
て
き
ふ
せ
い
へ
ど

此
の
地
を
守
護
せ
る
Ｊ
も
の
今
城
主
／
の
危
を
救
ひ
彼
大
敵
を
禦
ぐ
と
難
も

縫
割
を
鵬
ふ
が
礎
／
【
絵
⑥
］
（
六
頁
）

わ
け
ん
ぞ
く
つ
か
き
み
せ
ん
い
う
低
ど
こ
じ
よ
う
し
吟
ゆ
め
め
ざ

に
我
が
春
属
を
遣
は
し
て
た
ず
君
に
戦
功
を
施
す
の
み
／
と
城
、
王
夢
覚
め

お
い
ざ
や
く
う
ん
あ
と
き
れ
い
ぞ
う
お
そ

へ
い
く
わ
た
め
あ
や
ぶ
し
ば
ら

於
て
逆
運
に
遭
ふ
の
時
は
霊
像
／
恐
ら
く
は
兵
火
の
為
に
危
か
ら
ん
暫
ノ
、

そ
ん
ぞ
う
ち
ん
ご

た
腿
〃
す
い
て
い
し
ず
た
て
ま
つ
へ
い
く
わ
の
が

瀬
像
を
鎮
謹
せ
／
ん
為
め
に
堀
の
水
底
に
沈
め
奉
胸
ソ
兵
火
を
遮
る
べ
し
と

つ
い
そ
ん
ぞ
う
ば
り
な
か
堅
い
い
ん
た
ま
し
か
よ
在
が
し
ず

／
遂
に
尊
像
を
堀
中
へ
埋
隠
し
玉
へ
り
而
し
て
よ
り
世
永
／
／
、
静
か
な
ら

ふ
た
だ
そ
ん
ぞ
う
狗
偲
ん
Ｌ
，
《
う
つ
た
て
オ
ろ
よ
う
つ
ひ
と

ず
再
び
螺
像
を
揚
げ
て
本
所
に
移
し
奉
る
／
も
の
な
く
世
移
胸
ソ
人
か
わ
り

お
で
い
そ
こ

て
む
な
し
ノ
、
淡
泥
の
底
に
／
〔
絵
④
｝
（
四
頁
）

う
づ
も
た
虫

ま
た
と
し
ひ
巷
そ
の
の
ち
て
ん
し
よ
う
ね
ん
ぢ
ゅ
う
ょ
つ
う
ら
ひ
ぜ
ん
の
か
み
ど
の
と
う
じ
よ
う
し
ゆ

塊
れ
玉
ふ
こ
し
」
亦
年
之
し
其
後
天
正
年
中
に
松
浦
肥
前
／
守
殿
当
城
主

と
き
き
し
ゅ
う
れ
ご
ろ
碁
い
が
ぎ
か
と
う
に
わ
か
い
く
さ
お
こ
と
う
こ
ぐ
は
せ
い
り
こ
の
し
み

た
る
の
時
紀
州
根
来
雑
賀
の
逆
党
俄
に
軍
／
を
起
し
て
当
国
に
馳
入
此
城

お
し
よ
じ
よ
う
し
⑮
は
じ

き
と
う
せ
ん
し
よ
ゅ
う
し
い
く
茸
β
』
か
り
ご
と
じ
ご
わ
上
う
が
い

に
寄
押
せ
た
い
ソ
城
主
を
始
／
め
一
奇
当
千
の
諸
勇
士
軍
の
謀
を
究
め
要
害

け
ん
ご
い
き
ん
こ

て
き
ぐ
ん
た
ぜ
い
も
つ
せ
ま
た
が
や
お
と

堅
固
四
囲
／
を
禁
固
す
。
さ
れ
ど
敵
軍
多
勢
を
以
て
逼
ｈ
ソ
互
ひ
に
矢
／
音

き
け
あ
い
た
た
か

た
ぜ
い
ぷ
ぜ
い
し
み
な
い
ぐ
わ
い
ず
で
あ
や
う
み
と
き
き

呼
び
相
”
”
ふ
さ
れ
ど
多
勢
に
無
勢
城
の
内
外
既
に
危
／
く
見
へ
し
時
奇
な

た
こ
似
う
し
せ
め
と
の
が

の
蛸
法
師
を
責
取
れ
し
《
遁
す

の
の
し
ざ
や
く
と
う

な
ノ
ノ
！
、
‐
と
／
署
り
つ
謹
逆
党

狗
の
ほ
う
く
わ
た
こ
腿
う
し

各
々
峰
火
を
ち
ら
し
蛸
法
師

に
ん
う
た

一
人
を
討
／
［
絵
⑤
〕
（
五

頁
）

と

と
き
か
い
へ
・
ん
に
わ
か

取
ら
ん
と
す
る
時
海
辺
俄
に

め
い
ど
う
ど
う
じ
・
す
う
せ
ん
た
こ

鳴
動
し
同
時
に
数
千
の
蛸
／

ぐ
ん
し
ゅ
う
く
ち
く
る
ど
く
・
け

群
集
口
よ
い
ソ
黒
き
毒
気
を

ふ
き
か
ぐ
ん
’
ち
ゅ
う

吹
掛
け
れ
ば
軍
中
た
ち
ま
ち

，
あ
ん
や
ご
と
て
き
ぐ
ん
そ
つ
ど
く

／
鯛
叫
夜
の
如
く
敵
の
軍
卒
毒

=動
》
斗
停

嬢
慮
・
・
多

琴
》
珂

碍
毅
鰹
セ

凡
国

8８

ご-劃選鐙

絵⑤

絵④

い
ｆ
毎
こ

る
か
な
何
処
よ
り
と
も
な
く

に
ん
ほ
う
し
こ
つ
ぜ
ん
た
こ

一
人
の
／
法
師
忽
然
と
蛸
に

の
あ
ら
わ
い
く
唯
《
ん
て
さ
す
る

乗
ｈ
ソ
て
現
れ
幾
万
の
敵
の
真

ざ
Ａ
や
は
せ
い
し
〈
’
く
す
う

先
に
馳
／
入
航
リ
ー
錫
に
数
十

て
息
．
と
ふ
せ
し
ん
ぺ
ん
い
り
よ
く

の
敵
徒
を
防
ぎ
神
変
威
力
の

た
け
．
い
き
お
て
ん
ら
い
く
ら
し
ん

猛
き
勢
／
ひ
天
電
跳
↑
し
地
震

ど
う

あ
り
さ
室
た
て
さ
ぐ
ん

動
す
る
の
有
様
為
め
に
敵
軍

お
お

お
ど
る
ち
か
ら
う
し
な
い
る

大
い
に
／
驚
き
力
を
失
ふ
色

寺
ふ

お
の
た
ぜ
い
ほ
こ

兇
へ
し
が
己
が
多
勢
に
誇
い
り

は
し
い
父
よ
あ
く
げ
ん
か
と
う

恋
に
悪
／
言
し
彼
の
一
頭

～一岸４１時＝竜

Ｉ
，

爺｡寵ボ

１
１



絵⑦

の
ち
よ
あ
け
し
よ
し
ま
ね

て
後
未
明
よ
り
諸
士
を
招
き

ゆ
め
け
ん
か
た
た
上

夢
の
一
件
／
を
語
い
ソ
玉
へ
ば

き
も
の
ふ
し
ぎ
お
も

聞
く
者
不
思
議
の
田
心
ひ
を
な

ふ
か
か
ん
Ｌ
や
た
て
士
一
つ
そ

し
深
く
感
／
謝
し
奉
る
其
の

の
ち
し
《
皿
。
叩
な
か
ひ
か
り

後
夜
な
ノ
Ｉ
！
、
‐
堀
の
中
よ
り
光

は
な
み
ひ
と
あ
や
し
み

を
放
ち
見
／
る
人
怪
を
な

ぞ
ふ
う
ぶ
ん
つ
い
じ
ゃ
会
う
し
吟
み
み

す
其
の
風
聞
終
に
城
主
の
耳

た
つ
じ
よ
う
し
ぬ
十
な
は
ち
め
い

に
達
す
城
、
韮
／
則
〈
叩
じ
て

に
ん
ぷ

腿
り
な
か

人
夫
を
あ
つ
め
堀
の
中
を
さ

一一■

1.1

’
１
１

絵⑥

こ
こ
ろ
ひ
そ
か
か
ん
が

今
の
一
○
や
《

と
心
窺
に
考
へ
け
る
が
或
夜

ｆ
く
ら
べ
じ
ぞ
う
そ
ん
ら
い
げ
ん

枕
辺
に
地
蔵
／
噸
の
来
現

つ

ま
－
し
ま
し
て
告
げ
て
の
玉
く

わ
く
に
も
と
う
つ

我
れ
国
許
へ
移
／
壁
ど
ん
と
す

肥
う
Ｌ
か
た
じ
Ⅱ

わ
腿

ブ
の
芳
圭
心
辱
な
け
れ
ど
我
は

こ
の
ら
い
ん
ね
ん
ぷ
か

此
地
に
因
縁
深
き
／
も
の
な

と
う
し
よ
は
な
ゆ
こ
こ
ろ
き
ら

れ
ば
当
所
を
離
れ
行
ノ
、
心
更

も
し
な
を
Ｌ
ひ
と
も
な

に
な
し
若
猶
強
て
／
伴
は
ん

こ
の
し
ゃ
く
腿
や
う
あ
と

と
せ
ば
此
錫
杖
を
与
ふ
る

ゆ
へ
こ
れ
わ
れ
お
も
ど
じ

故
是
を
我
と
田
心
ひ
／
て
護
持

爺
・
《
う
し
吟
ゆ
め
ど
め
の
ら
み

す
べ
し
と
城
主
夢
覚
て
後
見

ま
く
ら
も
と
ろ
く
く
わ
ん

れ
ぱ
枕
許
に
｛
ハ
環
／
〔
絵

③
〕
（
八
頁
）

し
ゃ
く
じ
ゃ
う

か
た
じ
け
な

の
錫
杖
あ
ぃ
ソ
こ
は
辱
し
と

か
ん
ろ
い
き
も
め
い
じ
ご
そ
の
い
へ
だ
い

感
涙
肝
に
銘
じ
爾
後
其
家
代

だ
い
瞳
う
も
つ

ら
ん
ご

／
々
の
宝
物
と
Ｉ
し
て
珍
護
せ

そ
の
ち
こ
い
で
陰
り
と
の
か
み

ら
る
と
其
の
後
小
出
播
磨
守

じ
よ
う
し
ぬ

し
ろ
腿
。
つ
し

／
城
主
た
り
－
し
と
き
白
法
師

い
お
Ｉ
ら
い
な
ん
に
よ
し
急

の
叩
山
で
往
来
の
男
女
頻
胸
ソ
に

お
そ
な

ふ
．
？
辛
『
つ

／
恐
れ
を
作
す
と
の
風
説
あ

8９

■

絵③

ど
ろ
ま
み

ら
へ
し
む
る
に
／
泥
に
雑
れ

そ
し
ん
た
い
み
と
が
た
上
ひ
と
み
ず
．

て
其
の
真
鉢
を
認
み
雌
し
依
っ
て
人
々
水
を
／
そ
、
ぎ
。
さ
、
ら
を
取
ｈ
ソ

あ
ら
ひ
け
ん
ら
ｚ
う
そ
う
ざ
よ
う
た
け
ば
か
り
か
た
ひ
ざ
ま
げ
さ
や
く
の
お
る
ひ
だ
り

て
洗
け
れ
ば
円
頂
僧
形
の
長
一
二
尺
斗
の
片
膝
を
曲
て
一
脚
を
伸
べ
下
し
左

た
な
ご
こ
ろ
ほ
う
し
串
き
き
み
巽
一
て

く
わ
ん
て
つ
Ｌ
や
く
と
た
雲
え
ん
め
い
じ

の
掌
に
／
宝
珠
を
華
げ
右
の
手
に
は
六
環
の
鉄
錫
を
採
胸
ソ
玉
ふ
延
／
命
地

ぞ
う
婚
さ
つ
哩
上
う
し
ぬ
く
わ
ん
き
な
み
語
な
が
か
つ
ご
う
せ
ん
ら
い
た
ま
な
隠
し
ょ
Ｌ
あ
い

蔵
菩
薩
な
り
し
城
主
歓
喜
の
涙
を
流
し
渇
仰
脆
礼
／
し
玉
ひ
猶
諸
士
と
州

ざ
主
こ
と
こ
か
う
ん
ず
い
し
よ
う
え

談
し
て
袋
に
是
れ
嘉
運
瑞
祥
を
獲
／
【
絵
⑦
］
（
七
頁
）

ば
ん
み
ん
こ

た
い
へ
い
じ
ん
よ
う
十
な
ば
ち
じ
よ
う
ら
ぬ
う
く
つ
で
ん
つ
く

た
胴
リ
万
民
之
れ
よ
り
泰
平
の
仁
洋
を
う
け
ん
と
即
城
／
中
に
別
殿
を
造

そ
ん
ぞ
う
あ
ん
ら
た
て
土
ろ
に
ち
あ
い
だ
ぢ
よ
う
●
も
ん
お
Ｉ
ら
い
ゆ
る
ろ
う
に
《
・
く
ぜ
ん
な
ん

り
尊
像
を
安
澱
し
奉
り
一
七
行
口
の
間
／
城
門
の
往
来
を
許
し
老
若
の
蒋
男

ぜ
ん
に
。
《
ぎ
ん
ぱ
い

た
よ

た
は
い
と
も
か
ら
の
づ
か
上
み
こ
な
み
だ

善
女
を
参
拝
せ
し
め
／
玉
ふ
に
一
度
ぴ
拝
す
る
輩
は
お
自
ら
喜
び
の
涙
を

う
る
お
あ
る
ひ
ぐ
わ
ん

た
』
ら
ど
こ
ろ
り
や
く
こ
う
こ
と
そ
の
か
ず
し

活
し
／
或
は
願
あ
る
も
の
は
立
地
に
利
益
を
巷
家
む
る
事
其
数
を
／
知
ら
ず
。

ぷ
ん
ろ
く
ね
ん
じ
ゅ
う
じ
ょ
う
し
ゅ
く
に
が
へ
と
き
こ
じ
ぞ
う
そ
ん
そ
く
に
う
つ
た
て
里
つ

／
文
禄
年
中
，
に
城
主
国
粋
の
時
此
の
地
蔵
尊
を
其
の
国
に
／
移
し
奉
ら
ん

脚
》

■

I〆､．、
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そ
の
こ
と
じ
よ
う
し
吟
心
＆
た
つ
し
よ
し
あ
っ
し
ぬ
じ
わ
ひ
。
《
う
ざ

・
た
れ

り
其
事
城
主
の
聴
に
達
し
諸
／
士
を
集
め
て
種
々
評
議
せ
し
が
誰
一
人

こ
じ
ぞ
う
ぽ
愚
つ
・
よ
う
け

は
ん
だ
ん

、
と
き
ｒ
》
よ
、
う
し
ね

と
し
て
是
れ
地
／
蔵
菩
薩
の
天
化
な
り
と
判
断
す
る
も
の
な
し
時
に
城
、
王

こ
と
さ
ら
た
ま
み
ざ
し
み
ほ
う
し
じ
ぞ
う
ほ
き
つ
よ
う
け

・
し
ゆ
じ
上
う

／
殊
更
に
の
玉
は
く
右
の
白
法
師
こ
そ
地
蔵
菩
薩
の
天
化
／
に
し
て
衆
生

さ
い
ど
き
じ
あ
く
し
上
に
ん
卿
ｌ
ら
い
は
い
れ
い
や
十
た
め
超
い
ひ
腿
う
ぺ
ん

済
度
の
機
熟
’
し
諸
人
往
来
に
拝
礼
し
易
か
／
ら
し
め
ん
為
の
大
悲
の
方
便

こ
の
そ
ん
ぞ
う
じ
り
《
う
が
い
う
つ
た
て
ま
つ
そ
の
と
Ａ
２
▽
ひ
じ

な
ら
ん
か
。
し
か
し
此
煎
／
像
を
城
外
に
移
し
奉
ら
ん
に
は
と
其
時
当
寺

じ
ゆ
う
そ
う
と
く
よ
し
や
う
に
ん
ぐ
わ
ん
ら
い
こ
の
そ
ん
ぞ
う
し
ん
こ
う
あ
ま
ふ
う
せ
つ
き
す
み
や
か

の
往
僧
／
得
誉
上
人
元
来
此
尊
像
を
信
仰
の
余
ｈ
ソ
風
説
を
開
き
て
／
速

じ
よ
う
し
ゅ
ね
が
こ
の
て
ら
む
か
へ
た
て
ま
つ
た
だ
ご
そ
ん
た
い
せ
ん
こ
へ
う
ち
そ
ん
た
ま

に
城
主
へ
願
ひ
此
寺
へ
迎
奉
る
但
－
し
御
尊
鉢
千
古
／
を
経
て
打
損
じ
玉
へ

き
ょ
う
と
ぶ
つ
し
て
・
虫
し
ゅ
ふ
く

ぱ
京
都
仏
師
の
手
に
依
航
り
て
修
復
【
絵
⑨
］
（
九
頁
）

た
て
＊
一
つ

こ
こ
じ
よ
う
さ
や
う
じ
ゆ
ん
び
鵬
ん
ぷ
・
よ
う
い
な

上
た
そ
の

し
奉
ら
ん
と
、
弦
に
上
京
の
準
備
人
夫
の
用
意
な
ど
為
／
し
け
る
に
又
其

よ
は
せ
が
わ
か
ん
ざ
ゑ
も
ん
ゆ
ぎ
む
ら
い
ゆ
め
じ
ぞ
う
伝
ざ
つ
ら
い
げ
ん
た
ま
つ

夜
長
谷
川
勘
左
衛
門
と
一
云
ふ
士
の
夢
に
／
地
蔵
菩
薩
来
現
し
玉
ひ
告
げ
て絵⑨

「と

~

．
た
わ
く
て
ん
し
や
・
つ
じ
じ
ゅ
う
じ

の
Ｍ
叩
く
天
性
寺
の
住
持
／

わ
れ
ぞ
う
し
ゅ
ふ
く
た
め
わ
れ
と
’
ｂ
な

我
像
修
復
の
為
我
を
伴
ひ
て

さ
。
《
う
の
俺

し
か

京
へ
上
ら
ん
と
せ
、
り
然
れ
／

わ
れ
み
や
こ
の
喧

胆
つ

ど
も
我
都
へ
上
る
こ
と
を
欲

こ
の
ち
益
つ
し
よ
び
く
だ

せ
ず
此
地
へ
仏
師
を
呼
下
／

い
つ
た

た
史

せ
よ
と
言
ひ
伝
へ
よ
’
と
の
玉

お
も
ゆ
め
島
め
は

ふ
と
、
心
へ
ぱ
夢
覚
た
り
長
／

せ
が
わ
う
じ
も
と
す
こ
し
こ
の
こ
と

谷
川
氏
元
よ
り
少
も
此
事
を

し
か
史
一
。
』
じ
〃
ん

知
ら
ず
斯
ノ
、
正
し
く
示
現
／

こ
う
う
へ
じ
は
や

を
蒙
む
る
上
は
一
時
も
鼎
ノ
、

絵⑩

ほ
こ
ろ
う
照
？
く
ひ
と
し
冊
『
ん
ら
い

運
び
老
若
均
く
峨
礼
せ

あ
主
ね
り
え
さ
組
ど
こ
た
ま

ば
韮
固
く
利
益
を
施
し
玉
ふ

し
よ
・
う
い

の
聖
意
な
ら
ん
か
。
そ
が

ゆ
え
ん
ひ
ぴ
あ
ゆ
み
ほ
こ

所
以
は
ロ
ｕ
々
歩
／
を
運

よ
ぐ
わ
ん

り
や
く

ぴ
夜
々
願
を
か
け
て
利
益

こ
勺
つ

よ
い
八
一
ょ
い
’
ど
王

を
群
詠
む
る
こ
と
枚
挙
に
錘

い
ま
ご
く
毎
い
き
ん
け
ん
ら
◇
《

あ
ら
ず
今
極
最
近
の
顕
著

ご
れ
い
げ
ん

し
め

な
る
御
霊
韮
験
の
一
を
示
さ

き
し
わ
だ
ち
よ
だ
い
く
よ
ら

ん
／
に
岸
和
田
町
大
工
町

ふ
な
錘
い
く
ざ
ょ

ぜ
ん

に
船
大
工
を
業
と
せ
る
善

じ
ゆ
う
じ
つ
し

み
め
い
艇
ち

い
そ
て
ん
Ｏ
し
や
う
じ
号
人
け
い

住
持
に
告
げ
知
ら
せ
ん
と
／
未
明
を
待
か
ね
て
急
ぎ
天
性
寺
に
参
詣
－
し

お
ｏ
し
や
う
め
ん
だ
ん
れ
い
む
お
も
む
き
つ
説
き
か
た
お
・
し
や
う
ひ
や
し
よ
う
き
・
一
う
た
ん

和
尚
に
面
談
／
し
霊
夢
の
趣
を
具
に
語
り
け
れ
ば
和
尚
も
非
常
に
驚
嘆
／

し
す
な
は
お
つ
げ
ま
か
い
そ
ぶ
つ
し
よ
び
く
だ
し
ゅ
し
ょ
く
く
わ
よ

し
即
ち
御
生
口
に
任
せ
急
ぎ
仏
師
を
呼
下
し
や
が
て
修
飾
／
を
加
へ
ん
と
先

そ
ん
た
い
ひ
ら
み
て
つ
ぼ
う
た
型
い
く

づ
尊
鉢
を
開
き
見
－
し
に
鉄
砲
の
玉
幾
つ
／
と
も
な
く
ま
ろ
ぴ
出
で
さ
て
こ

む
か
し
ぐ
ん
じ
や
う
へ
ん
げ
ん

そ
往
些
同
車
場
に
変
現
し
／
〔
絵
⑩
〕
（
一
○
頁
）

た
今
基

さ
ら
仏
￥
っ
で
ん

お
の
し
せ
い
き
ょ
う
ら
い
あ

玉
ふ
こ
と
更
に
妄
伝
に
は
あ
ら
ざ
り
し
と
て
各
々
至
誠
に
敬
礼
し
合
へ
り

え
ん
き
ん
し
ょ
に
ん
こ
の
こ
と
き
っ
た
け
ち
黒
ん
う
ん
じ
ゅ
う

ぶ
つ
し
こ
み

け
り
遠
近
の
諸
人
此
事
を
聞
き
伝
へ
結
／
縁
雲
集
し
た
り
。
さ
て
桃
師
功

お
わ
の
ら
し
ょ
に
ん
ざ
。
し
ん
け
つ
め
い
た
め

似
う
だ
ん
あ
と
し
ょ
し
ゅ

終
胴
り
て
後
々
の
洲
人
の
疑
問
を
決
明
せ
ん
為
に
と
て
砲
弾
の
痕
一
ヶ
所
修

ふ
く
軸
よ

の
こ

し
か

こ
の
か
た
ど
う
ぞ
く
し
ん
き
ょ
う
弾
《
寸

復
に
及
／
ぱ
ず
し
て
残
さ
れ
た
ｈ
ソ
。
而
し
て
よ
り
此
方
道
俗
の
信
敬
益
々

尋
か
ん
か
ん
の
う
れ
い
げ
ん
ひ
ぴ
あ
ら
わ
け
だ
こ
こ
そ
ん
ぞ
う
塁
せ
ん
と
も
あ
ゆ
み

盛
な
れ
ば
感
応
霊
験
日
々
に
顕
る
蓋
－
し
是
れ
此
の
／
尊
像
貴
賎
共
に
歩
を
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門
雌
卵

地
蔵
旧
正
月

（
背
表
紙
裏
）

南
無
蛸
地
蔵
大
菩
薩
功
徳
日
／
正
月
十
六
日
八
万
五
千
日
向
七
月

十
四
日
五
千
○
○
日
向
／
二
月
八
日
十
七
万
○
日
向
八
月
十

八
日
九
万
六
千
日
向
／
三
月
十
五
日
三
万
五
千
日
向
九
月
十

一
日
六
千
七
百
日
向
／
四
月
廿
五
日
九
万
八
千
日
向
十
月
九
日

八
万
三
千
日
向
／
五
月
廿
四
日
一
万
五
千
日
向
十
一
月
十
九
日

三
万
五
千
日
向
／
六
月
三
日
一
一
一
万
六
千
日
向
十
二
月
廿
四
日
十

万
五
千
日
向
／
右
之
通
三
年
三
月
か
、
さ
ず
参
詣
す
る
人
は
子
孫
繁
昌
諸

ひ
と

あ
く
え
き
ぎ
い
な
ん
皇
ぬ
が

ひ
と
お
く
び
ょ
う
し
ん
と

ん
と
す
る
人
一
悪
疫
災
難
を
免
れ
ん
と
す
る
人
／
一
臆
病
心
を
取

の
ぞ

ひ
と

そ
の
た
ぎ
い
し
よ
び
き
う
く
る

ひ
と

り
除
か
ん
と
す
る
人
一
其
他
一
切
の
諸
病
に
て
苦
し
め
る
人
（
一

二
頁
）

御
縁
日

の
そ
れ
が
し
ゆ
ひ
と
ぐ
あ
ん
ら
い
と
う
た
こ
ぢ
ぞ
そ
ん
し
ん
じ
や

ご
い

野
某
と
云
ふ
人
あ
い
ソ
。
元
来
当
蛸
地
蔵
尊
の
信
者
な
り
し
が
廿
七
／
才
の

あ
る
ひ
ら
ら
と
も
り
ん
そ
ん
り
＆
う
し
い
へ
し
ご
と
ち
吟
う
と
つ
ぜ
ん
う
が
ん
い
た
お
ほ
そ

或
日
父
と
共
に
隣
村
漁
夫
の
家
に
仕
事
中
突
然
右
眼
痛
み
を
覚
え
其
の

ま
１
＆
た
く
い
た
ま
ず
は
げ
い
し
く
す
叩
し
ゅ
て
つ
く
す
い
へ
と

鮭
帰
宅
せ
し
も
痛
み
益
々
烈
し
く
医
／
師
よ
薬
よ
と
種
々
手
を
尽
す
と
錐

そ
の
か
ひ
い
し
し
つ
め
い
鰹
か
ま
で
せ
ん
げ
ん

》
》

も
少
し
も
其
効
な
く
医
師
よ
り
は
失
明
の
外
な
し
と
迄
宣
一
一
一
一
口
せ
ら
れ
、
是

へ
い
そ
し
ん
こ
う
た
こ
芯
ぞ
う
そ
ん
お
そ
で

よ
る
ひ
る

こ
に
／
平
素
信
仰
せ
る
蛸
地
蔵
尊
の
御
袖
に
す
が
り
ぬ
夜
と
な
く
昼
と
な

さ
ん
ぱ
い
き
が
ん

げ
っ
ふ
し
ざ

か
か
ん
ば
か
ひ
じ
。
《
う

ぐ
参
拝
祈
願
す
る
こ
と
五
ヶ
月
、
不
思
議
な
る
／
か
な
一
二
日
間
計
り
非
常

げ
り
も
よ
う

せ
い
め
い
お
ば
っ
か
か
く
ど
細

な
る
下
痢
を
催
し
。
と
て
も
生
命
覚
束
な
し
と
覚
悟
を
き
め
届
ｈ
ソ
し
に
、

げ
り
と
ど
と
も
が
ん
び
。
、
う
い
た
善
そ
れ
あ
ら
ご
と
く
わ
い
ほ
う

下
痢
止
ま
る
と
／
共
に
眼
病
の
痛
み
も
去
胸
ソ
典
よ
り
洗
ふ
が
如
く
快
方
に

む
か
や
く
げ
つ
も
と
ご
と
ぜ
ん
ち
そ
れ
が
Ｌ
よ
る
こ
た
と

向
ひ
約
一
ヶ
月
に
Ｉ
し
て
元
の
如
く
全
治
し
た
り
。
某
の
喜
／
び
盤
ふ
る
に

も
の
じ
ら
い
ぎ
ぞ
う
そ
ん
え
ん
に
ら
か
な
ら
み
め
ゐ
ぎ
ん
ぱ
い
限
ん
ど
う
て
つ
曙

者
な
ノ
、
爾
来
地
蔵
尊
縁
日
に
は
必
ず
未
明
よ
り
参
拝
。
本
堂
の
手
伝
い
を

ぢ
ぞ
う
そ
ん
さ
わ
と
お
こ
た

腿
う
お
ん
こ
こ
ろ
ざ
し
か
ん
し
よ
う

な
－
し
地
蔵
尊
へ
の
御
給
仕
怠
／
り
な
し
。
報
恩
の
志
感
ず
く
し
賞
す
べ

し
（
二
頁
）

へ
ん
う
ん
た
ち
２
は
え
に
も
ひ
か
り
ふ
た
た
か
が
や
そ
う
良
き
か

腿
う
う

片
雲
忽
ち
晴
れ
て
慧
日
の
光
再
び
輝
き
千
草
正
に
枯
れ
な
ん
と
し
て
法
雨

う
る
腿
ひ
う
こ
と
こ
零
ぞ
う
ぼ
き
つ
ど
じ
ひ
あ
ら
わ
い
ま
超
い
ひ
た
こ
ぢ

の
澗
を
得
る
事
是
れ
地
蔵
菩
薩
の
御
慈
／
悲
の
顕
れ
な
い
リ
／
今
大
悲
蛸
地

ぞ
う
そ
ん
し
ょ
き
ぐ
わ
ん
し
や
え
ご
り
や
く
か
ず
か
ず
し
る
、
↑
や
ま
い
な
や

蔵
尊
よ
り
諸
祈
願
者
の
得
た
る
御
利
益
の
数
々
を
記
’
し
世
の
病
に
悩
め

ひ
と
た
よ

こ
ど
も

び
ょ
麓
つ
も
よ
う
こ
こ
ろ
み
う

る
人
々
の
便
ｈ
ソ
に
せ
ん
／
一
子
供
の
ス
パ
ン
ク
病
（
脱
腸
）
に
心
を
労
す

お
や
あ
い
じ
か
腿
な
が
ら
ち
か
な
し
は
瞳
お
や
ら
ち

る
親
／
一
愛
児
の
顔
を
眺
め
つ
、
乳
な
ノ
、
し
て
悲
め
る
母
親
一
乳

お
ば
や
き
い
た
め
し
ば
ら
ら
ち
あ
づ
ふ
じ
ん
あ
ん
ざ
ん
こ
い
ね
が
し
よ
．
《
じ
ん

多
妻
弓
か
病
の
為
に
暫
く
乳
を
預
け
た
き
婦
人
／
一
安
産
を
希
ふ
諸
婦
人

げ
げ
く
る
ふ
じ
ん
が
ん
び
ょ
う
し
つ
め
い
く
る

一
チ
ザ
レ
毛
（
ク
セ
毛
）
に
て
苦
し
む
婦
人
／
一
眼
病
失
明
に
て
苦
し
め

ひ
と
と
う
な
ん
う
れ
の
ぞ

ひ
と

と
の
ぞ

る
人
一
盗
難
の
憂
ひ
を
除
か
ん
と
す
る
人
／
一
イ
ボ
を
取
り
除
か

月
縁
日
旧
二
十
四
日

日
法
会

肖
洲
儒

旧
七
月

9１



願
成
就
し
／
て
何
事
も
心
に
任
せ
ず
と
い
ふ
事
な
し
／

戸司

付
記
一
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貴
重
な
御
蔵
瞥
の
閲
覧
・
翻
刻
を
お
許
し
く
だ
さ
っ
た
、
護
持
山
朝
光

院
天
性
寺
住
職
・
土
井
信
演
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
っ
じ
ょ
う
じ
／
本
学
大
学
院
生
）


